
Automation News

２０２２年（令和４年）

第309号（水曜日発行）
11 30

発行所：©ものづくり.jp株式会社　〒231-0062　神奈川県横浜市中区桜木町1-101-1 クロスゲート7階　TEL：050-3503-9311

　
筆
者
は
、
１
９
７
７
年
４
月
に
東
京
都
調

布
市
に
あ
る
電
気
通
信
大
学
電
気
通
信
学
部

を
卒
業
し
、
新
卒
で
ア
マ
ダ
に
入
社
。
精
密

板
金
市
場
の
販
売
一
筋
に
37
年
間
勤
務
し
、

２
０
１
４
年
に
ア
マ
ダ
を
退
職
し
た
。
現

在
、
筆
者
が
在
籍
す
る
ア
ル
フ
ァ
Ｔ
Ｋ
Ｇ

は
、
ア
マ
ダ
退
職
と
同
時
に
筆
者
が
創
業
し

た
会
社
で
あ
る
が
、
お
客
さ
ま
は
ア
マ
ダ
時

代
と
同
じ
精
密
板
金
市
場
が
主
流
で
あ
る
。

45
年
間
に
わ
た
り
、
販
売
畑
を
歩
ん
で
き

た
。
日
本
全
国
を
は
じ
め
、
ア
メ
リ
カ
・
欧

州
・
ア
ジ
ア
・
中
国
な
ど
の
お
客
さ
ま
と
ご

一
緒
し
な
が
ら
、
業
界
の
変
化
を
共
有
し
、

中
小
製
造
業
の
経
営
者
感
覚
や
国
際
感
覚
も

体
得
し
て
き
た
。
耳
学
問
で
は
な
く
、
肌
感

覚
で
体
験
し
た
経
験
や
知
識
に
よ
っ
て
人
生

が
構
築
で
き
た
の
は
幸
せ
で
あ
る
。
こ
れ
は

世
界
中
の
お
客
さ
ま
に
教
え
て
い
た
だ
い
た

お
か
げ
で
あ
り
、
深
く
感
謝
す
る
と
同
時

に
、
今
で
も
筆
者
を
支
え
る
中
心
軸
と
な
っ

て
い
る
。

　
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
と
は
、
一
般
的
概
念

が
大
き
く
変
わ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
筆
者

が
精
密
板
金
市
場
で
活
動
し
て
き
た
45
年
間

の
間
に
も
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
が
叫
ば
れ
た

こ
と
は
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
。
と
こ
ろ

が
、
今
年
22
年
に
起
き
て
い
る
精
密
板
金
業

界
を
取
り
巻
く
環
境
変
化
は
、
過
去
に
類
を

見
な
い
「
真
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
始
動
開

始
」
と
断
定
し
て
も
過
言
で
は
な
い
。
筆
者

が
45
年
間
経
験
し
た
こ
と
の
無
い
「
不
気

味
」
が
起
き
て
い
る
。
こ
の
先
数
年
に
渡

り
、
精
密
板
金
業
界
に
「
想
像
を
絶
す
る
変

化
」
が
起
き
る
こ
と
は
必
至
で
あ
る
。
精
密

板
金
業
界
の
み
な
ら
ず
、
日
本
の
中
小
製
造

業
の
共
通
項
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
避
け

が
た
い
大
変
化
は
既
に
始
ま
っ
て
お
り
、
方

針
を
誤
れ
ば
企
業
の
存
続
が
危
ぶ
ま
れ
る
。

『
風
雲
急
を
告
げ
る
』
と
は
22
年
に
ふ
さ
わ

し
い
言
葉
で
あ
る
。
『
劣
化
列
島
日
本
』
を

テ
ー
マ
と
し
た
本
年
度
シ
リ
ー
ズ
も
第
11
稿

と
な
り
、
残
す
と
こ
ろ
２
回
で
終
了
と
な

る
。
今
回
は
『
精
密
板
金
業
界
・
真
の
パ
ラ

ダ
イ
ム
シ
フ
ト
始
動
開
始
』
を
取
り
上
げ
た

い
。

　
筆
者
は
、
バ
ブ
ル
崩
壊
や
リ
ー
マ
ン
シ
ョ

ッ
ク
な
ど
歴
史
的
惨
事
を
経
験
し
て
き
た

が
、
こ
れ
か
ら
起
こ
る
大
変
化
は
、
は
る
か

に
大
き
な
規
模
で
想
像
を
超
え
る
ス
ピ
ー
ド

で
、
業
界
全
体
に
襲
い
か
か
る
「
大
惨
事
で

も
あ
り
大
チ
ャ
ン
ス
」
で
も
あ
る
。
た
だ
、

初
め
に
認
識
す
べ
き
は
、
『
景
気
が
悪
く
な

る
』
と
い
っ
た
景
気
後
退
の
問
題
で
は
な

い
。

　
精
密
板
金
業
界
は
『
バ
ブ
ル
崩
壊
や
リ
ー

マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
も
喉
元
過
ぎ
れ
ば
…
…
で
、

乗
り
越
え
て
き
た
』
、
『
コ
ロ
ナ
も
同
じ
。

影
響
は
あ
っ
た
が
、
時
が
解
決
す
る
さ
！
』

と
い
っ
た
客
観
論
が
、
業
界
全
体
を
支
配
し

て
い
る
。
事
実
、
精
密
板
金
業
界
全
体
の
受

注
高
（
日
本
国
内
）
は
、
『
今
後
長
期
間
に

わ
た
っ
て
増
え
る
』
と
予
想
さ
れ
る
の
で
、

需
要
不
足
に
よ
る
不
景
気
は
考
え
づ
ら
い
。

し
か
し
、
今
回
の
大
変
化
は
全
く
異
質
の
も

の
で
あ
り
、
前
述
の
よ
う
な
楽
観
論
は
通
用

し
な
い
。
結
論
を
急
ぐ
と
、
大
変
化
の
本
質

は
『
淘
汰
』
で
あ
る
。

　
日
本
の
精
密
板
金
業
界
の
総
生
産
高
は
４

兆
円
、
企
業
軒
数
２
万
社
、
年
商
２
億
円
、

従
業
員
数
30
人
以
下
の
代
表
的
な
中
小
企
業

群
で
あ
る
。
精
密
板
金
業
界
の
将
来
展
望
に

お
い
て
、
総
生
産
高
４
兆
円
は
今
後
も
増
大

す
る
と
予
想
さ
れ
、
年
率
５
％
以
上
の
成
長

余
地
を
持
つ
「
超
有
望
業
界
」
で
あ
る
。
と

こ
ろ
が
、
企
業
軒
数
２
万
社
は
大
幅
に
減
少

し
、
10
年
以
内
に
は
半
数
の
１
万
社
以
上
が

消
滅
す
る
と
予
想
さ
れ
て
い
る
。
企
業
軒
数

が
減
少
す
る
予
測
は
、
10
年
以
上
も
前
か
ら

指
摘
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
か
ら
始
ま
る

「
強
烈
な
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
」
が
『
淘

汰
』
を
加
速
す
る
。
精
密
板
金
業
界
に
は
不

滅
の
常
識
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
①
『
マ
シ
ン

へ
の
神
話
』
（
良
い
機
械
を
導
入
す
れ
ば
儲

か
る
）
②
『
Ｑ
Ｃ
Ｄ
神
話
』
（
短
納
期
・
多

品
種
少
量
生
産
が
差
別
化
で
あ
る
）
、
そ
し

て
③
『
現
場
ノ
ウ
ハ
ウ
神
話
』
（
現
場
ノ
ウ

ハ
ウ
こ
そ
儲
か
る
源
泉
で
あ
る
）
。
こ
れ
ら

の
常
識
は
、
何
十
年
に
わ
た
り
継
続
し
成
功

し
て
き
た
の
で
、
成
功
体
験
を
強
く
持
つ
経

験
豊
富
な
経
営
者
に
と
っ
て
、
こ
の
パ
ラ
ダ

イ
ム
を
否
定
す
る
の
は
相
当
に
困
難
で
あ
っ

た
。
し
か
し
今
、
そ
の
常
識
が
音
を
立
て
て

崩
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

　
そ
の
兆
候
が
22
年
に
明
確
に
現
れ
始
め

た
。
最
初
の
兆
候
は
、
発
注
元
の
ニ
ー
ズ
変

化
か
ら
始
ま
っ
た
。
今
ま
で
多
く
の
小
規
模

板
金
企
業
と
取
引
を
し
て
い
た
発
注
元
が
、

『
大
量
ロ
ッ
ド
生
産
の
で
き
る
企
業
に
集
中

発
注
す
る
』
と
い
う
変
化
で
あ
る
。
円
安
や

中
国
の
状
況
変
化
を
背
景
に
、
国
内
に
製
造

基
盤
を
移
す
大
手
製
造
業
で
は
、
大
量
の
生

産
量
を
（
国
内
で
）
製
造
す
る
必
然
性
か

ら
、
大
量
生
産
の
で
き
る
板
金
工
場
を
探
し

求
め
て
い
る
。
２
番
目
の
兆
候
は
、
塗
装
・

溶
接
設
備
を
持
つ
精
密
板
金
企
業
に
仕
事
が

集
中
す
る
こ
と
で
あ
る
。
組
み
立
て
に
合
わ

せ
、
必
要
パ
ー
ツ
の
艤
装
（
ぎ
そ
う
）
や
電

子
部
品
の
実
装
作
業
を
一
括
で
発
注
す
る
大

手
企
業
も
増
え
て
い
る
。
そ
し
て
３
番
目
の

兆
候
は
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
・
板
金
設
計

の
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
で
あ
る
。
３
Ｄ
板
金

設
計
力
の
あ
る
板
金
企
業
に
仕
事
が
集
中
す

る
傾
向
が
出
て
き
た
。
「
マ
シ
ン
神
話
」

「
Ｑ
Ｃ
Ｄ
神
話
」
「
現
場
ノ
ウ
ハ
ウ
神
話
」

の
み
に
支
配
さ
れ
た
精
密
板
金
企
業
は
数
多

く
存
在
す
る
が
、
残
念
な
が
ら
こ
の
神
話
だ

け
で
は
未
来
の
企
業
存
続
は
難
し
い
。
「
10

年
以
内
に
１
万
軒
以
上
の
工
場
が
姿
を
消
す

半
面
で
、
強
い
企
業
が
ま
す
ま
す
強
く
な

り
、
巨
大
化
す
る
…
…
」
。
そ
ん
な
常
識
が

通
用
し
な
い
時
代
が
や
っ
て
く
る
。

株式会社アルファTKG社長　高木　俊郎

提　　言

日
本
の
製
造
業

再
起
動
に
向
け
て
●●93●●

　
高
木
俊
郎
（
た
か
ぎ
・
と
し
お
）
株
式
会

社
ア
ル
フ
ァ
Ｔ
Ｋ
Ｇ
社
長
。
１
９
５
３
年
長

野
市
生
ま
れ
。
２
０
１
４
年
３
月
ま
で
ア
マ

ダ
専
務
取
締

役
。
電
気
通
信

大
学
時
代
か
ら

ア
ジ
ア
を
中
心

に
海
外
を
訪
問

し
て
見
聞
を
広

め
、
77
年
に
ア
マ
ダ
入
社
後
も
海
外
販
売
本

部
長
や
欧
米
の
海
外
子
会
社
の
社
長
を
務
め

な
が
ら
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
観
点
か
ら
日
本
お

よ
び
世
界
の
製
造
業
を
見
て
き
た
。

劣
化
列
島
日
本
／
希
望
と
勇
気
⑪

精
密
板
金
業
界『
淘
汰
』。真
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
始
動
開
始

　
今
サ
ッ
カ
ー
Ｗ
杯
が
カ
タ
ー
ル
で
開

催
中
だ
。
日
本
代
表
の
活
躍
に
よ
っ
て

日
本
国
内
で
も
盛
り
上
が
っ
て
い
る

が
、
今
回
は
ア
デ
ィ
シ
ョ
ナ
ル
タ
イ
ム

が
長
く
取
ら
れ
る
試
合
が
多
く
、
90
分

を
過
ぎ
て
も
気
を
抜
け
な
い
。
そ
の
要

因
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
い
る
の
が
、
も

は
や
定
番
と
な
っ
た
「
Ｖ
Ａ
Ｒ
（
ビ
デ
オ
ア
シ

ス
タ
ン
ト
レ
フ
ェ
リ
ー
）
」
だ
▼
サ
ッ
カ
ー
Ｗ

杯
で
Ｖ
Ａ
Ｒ
が
正
式
に
採
用
さ
れ
た
の
は
、
前

回
２
０
１
８
年
の
ロ
シ
ア
大
会
か
ら
。
誤
審
を

防
ぐ
目
的
で
導
入
さ
れ
、
ロ
シ
ア
大
会
で
は
審

判
は
95
％
は
正
し
い
ジ
ャ
ッ
ジ
を
示
し
て
い
た

が
、
そ
れ
が
Ｖ
Ａ
Ｒ
に
よ
っ
て
99
・
３
％
ま
で

引
き
上
げ
ら
れ
た
そ
う
だ
。
Ｖ
Ａ
Ｒ
に
よ
っ
て

試
合
が
中
断
さ
れ
た
り
、
長
引
い
た
り
す
る
の

は
厄
介
だ
が
、
一
方
で
映
像
に
よ
り
正
確
な
ジ

ャ
ッ
ジ
が
く
だ
さ
れ
、
公
平
な
試
合
に
な
る
の

は
フ
ァ
ン
と
し
て
も
歓
迎
す
べ
き
こ
と
。
選
手

に
と
っ
て
も
損
得
あ
る
が
、
ご
ま
か
し
が
利
か

な
く
な
る
の
は
競
技
レ
ベ
ル
を
高
め
る
上
で
は

有
効
。
そ
し
て
審
判
に
と
っ
て
も
心
理
的
負
担

も
軽
減
さ
れ
て
助
か
っ
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
▼

ロ
ボ
ッ
ト
や
Ａ
Ｉ
が
も
っ
と
進
化
す
る
と
人
か

ら
仕
事
を
奪
う
と
い
う
意
見
は
根
強
く
あ
り
、

対
立
構
造
で
見
ら
れ
が
ち
だ
。
し
か
し
そ
れ
は

本
来
正
し
く
な
い
。
そ
こ
で
参
考
に
な
る
の
が

審
判
と
Ｖ
Ａ
Ｒ
の
関
係
性
だ
。
審
判
と
Ｖ
Ａ
Ｒ

は
お
互
い
が
協
力
し
て
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
（
試

合
）
の
質
を
高
め
て
い
る
。
両
者
の
関
係
性

は
、
あ
く
ま
で
審
判
が
主
で
、
Ｖ
Ａ
Ｒ
が
従
。

試
合
を
裁
く
の
は
あ
く
ま
で
人
の
役
目
で
あ

り
、
Ｖ
Ａ
Ｒ
が
そ
れ
を
補
助
し
て
い
る
。
そ
の

意
味
で
は
、
ど
ん
な
に
ロ
ボ
ッ
ト
や
Ａ
Ｉ
技
術

が
進
化
し
て
も
、
現
場
の
主
役
は
人
。
そ
の
た

め
に
も
人
は
作
業
員
か
ら
脱
却
し
、
ロ
ボ
ッ
ト

や
Ａ
Ｉ
を
使
う
人
、
使
い
こ
な
す
人
に
な
り
、

主
従
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
こ
と
が
大
切
だ
。

サッカーW杯のVARから考える、人と機械・ロボットの理想的な関係

FA・電機制御・機械　主要上場メーカー　2023年3月期2Q業績
売上高 前年

同期比 営業利益 前年
同期比 純利益 前年

同期比
三菱電機 2兆3395億6700万円 9.4%増 805億0300万円 41.6%減 748億2500万円 28.6%減
オムロン 4044億1800万円 9.5%増 416億1300万円 9.0%減 278億7500万円 14.3%減
富士電機 4471億3800万円 12.4%増 267億1900万円 64.0%増 202億5800万円 44.9%増
キーエンス 4440億0000万円 25.0%増 2414億8300万円 22.3%増 1806億4100万円 27.4%増
安川電機 2635億2800万円 9.8%増 312億6000万円 16.4%増 238億8900万円 12.0%増
横河電機 2059億1800万円 11.7%増 135億7500万円 4.2%減 92億7200万円 1.8%増
アズビル 1210億0600万円 4.9%増 81億8100万円 12.9%減 60億5000万円 12.5%減
IDEC 431億8000万円 23.9%増 75億5900万円 55.8%増 56億9400万円 61.4%増

日立製作所 5兆4167億7900万円 12.1%増 3246億2900万円 4.7%増 1725億1500万円 46.5%減
パナソニック 4兆0639億2900万円 15.0%増 1497億5900万円 25.6%減 1073億3700万円 29.9%減
東芝 1兆5952億1200万円 3.2%増 27億3800万円 93.9%減 1006億6100万円 68.3%増

FA・電機制御・機械　主要上場商社　2023年3月期2Q業績
売上高 前年

同期比 営業利益 前年
同期比 純利益 前年

同期比
山善 2618億1700万円 9.8%増 81億4800万円 8.8%増 57億3400万円 2.2%増

因幡電機産業 1441億2100万円 8.6%増 89億0000万円 12.2%増 75億0200万円 22.2%増
菱電商事 1270億3300万円 18.4%増 47億6500万円 71.9%増 31億7000万円 67.7%増

立花エレテック 1100億3800万円 20.8%増 48億0100万円 76.2%増 41億3200万円 90.9%増
萩原電気

ホールディングス 864億1200万円 20.7%増 26億7100万円 52.2%増 28億1700万円 146.0%増

サンワテクノス 843億5600万円 18.8%増 32億9900万円 56.5%増 25億2800万円 63.0%増
日伝 653億8000万円 10.5%増 31億2400万円 30.9%増 24億1800万円 27.6%増
カナデン 455億5400万円 1.2%増 13億2400万円 58.0%増 10億7600万円 106.9%増
たけびし 466億1700万円 26.3%増 18億8900万円 26.8%増 13億4000万円 26.9%増
藤井産業 382億0500万円 10.6%増 14億3300万円 4.2%増 10億3800万円 3.1%減
明治電機工業 305億4100万円 4.2%減 5億8600万円 34.2%減 5億7400万円 32.6%減
スズデン 331億3400万円 24.0%増 21億8900万円 87.5%増 16億0000万円 77.9%増

主
要
Ｆ
Ａ
メ
ー
カ
ー 

２
０
２
３
年
３
月
期
上
期
決
算

設
備
投
資
旺
盛
で
受
注
好
調

原
材
料
・
物
流
費
高
騰
が
懸
念

　
Ｆ
Ａ
メ
ー
カ
ー
各
社
の
２
０
２
３
年
３
月
期
上
期

の
状
況
は
、
製
造
業
の
自
動
化
需
要
・
設
備
投
資
は

旺
盛
で
、
受
注
・
売
上
高
は
好
調
に
推
移
し
て
い

る
。
し
か
し
な
が
ら
部
材
不
足
は
継
続
し
、
原
材
料

価
格
と
物
流
費
も
高
騰
し
、
利
益
を
押
し
下
げ
て
い

る
。
下
期
は
受
注
は
継
続
し
増
収
は
確
保
で
き
そ
う

な
見
通
し
だ
が
、
部
材
不
足
は
解
消
に
向
か
っ
て
い

る
と
は
言
え
ど
本
格
回
復
は
も
う
少
し
先
で
、
原
材

料
費
も
高
止
ま
り
し
て
お
り
、
利
益
面
で
は
難
し
い

状
況
は
続
き
そ
う
だ
。

　
各
社
の
Ｆ
Ａ
関
連
事
業
に

つ
い
て
、
三
菱
電
機
の
Ｆ
Ａ

シ
ス
テ
ム
事
業
は
売
上
高
４

０
５
９
億
円
（
７
・
８
％

増
）
、
営
業
利
益
は
６
２
３

億
円
（
０
・
５
％
減
）
。
半

導
体
・
電
子
部
品
な
ど
デ
ジ

タ
ル
関
連
分
野
や
リ
チ
ウ
ム

イ
オ
ン
バ
ッ
テ
リ
な
ど
脱
炭

素
関
連
分
野
で
の
設
備
投
資

を
中
心
に
国
内
外
で
需
要
が

堅
調
で
受
注
・
売
上
と
も
に

増
加
。
通
期
予
想
は
、
売
上

高
を
増
加
に
上
方
修
正
し

た
。

　
オ
ム
ロ
ン
の
制
御
機
器
事

業
（
Ｉ
Ａ
Ｂ
）
は
、
売
上
高

は
11
・
４
％
増
の
２
３
０
１

億
円
、
営
業
利
益
は
２
・
４

％
減
の
３
９
１
億
円
。
１
Ｑ

は
上
海
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
の
影

響
を
強
く
受
け
た
が
、
２
Ｑ

で
は
Ｅ
Ｍ
Ｓ
に
生
産
を
委
託

し
て
供
給
量
を
増
や
し
た
ほ

か
、
中
国
以
外
の
日
本
国
内

で
の
並
行
生
産
や
設
計
見
直

し
等
に
よ
る
部
材
調
達
力
の

強
化
を
進
め
て
大
き
く
改

善
。
通
期
予
想
は
売
上
高
・

営
業
利
益
・
純
利
益
と
も
に

上
方
修
正
し
て
い
る
。

　
富
士
電
機
は
パ
ワ
エ
レ
エ

ネ
ル
ギ
ー
、
半
導
体
、
食
品

流
通
が
営
業
利
益
を
牽
引
。

パ
ワ
エ
レ 

イ
ン
ダ
ス
ト
リ

ー
は
売
上
高
は
１
５
０
２
億

円
（
７
％
増
）
、
営
業
利
益

は
11
億
円
。
増
収
だ
が
、
素

材
価
格
高
騰
や
部
材
調
達
難

に
よ
る
生
産
減
等
の
影
響
が

響
い
て
減
益
と
な
っ
た
。
通

期
予
想
は
期
初
か
ら
上
方
修

正
し
、
売
上
高
は
９
８
５
０

億
円
（
８
・
２
％
増
）
、
営

業
利
益
は
８
７
０
億
円
（
16

・
３
％
増
）
、
純
利
益
は
５

９
５
億
円
（
１
・
４
％
増
）

と
し
た
。

　
安
川
電
機
は
、
モ
ー
シ
ョ

ン
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
事
業
は
半

導
体
や
米
国
の
オ
イ
ル
・
ガ

ス
関
連
の
積
極
的
な
設
備
投

資
で
増
収
と
な
っ
た
が
、
中

国
の
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
影
響
、

原
材
料
費
や
物
流
費
の
高
騰

で
減
益
。
ロ
ボ
ッ
ト
事
業
は

Ｅ
Ｖ
化
に
と
も
な
う
リ
チ
ウ

ム
イ
オ
ン
電
池
生
産
設
備

と
、
半
導
体
向
け
ロ
ボ
ッ

ト
、
食
品
産
業
な
ど
で
の
人

協
働
ロ
ボ
ッ
ト
の
活
用
等
が

進
ん
で
売
上
・
利
益
と
も
に

押
し
上
げ
た
。
通
期
予
想
は

売
上
高
を
上
方
修
正
し
た

が
、
原
材
料
費
や
物
流
費
の

高
騰
に
よ
り
営
業
利
益
と
純

利
益
は
下
方
修
正
し
た
。

　
横
河
電
機
の
制
御
事
業
は

受
注
高
は
２
４
６
６
億
円

（
プ
ラ
ス
６
６
９
億
円
）
、

売
上
高
は
１
９
３
１
億
円

（
プ
ラ
ス
２
１
５
億
円
）
と

受
注
・
売
上
と
も
に
好
調
だ

が
、
営
業
利
益
は
１
２
２
億

円
（
マ
イ
ナ
ス
16
億
円
）
と

減
益
。
測
定
器
事
業
は
、
受

注
は
１
５
９
億
円
（
プ
ラ
ス

43
億
円
）
、
売
上
高
は
11
億

円
（
プ
ラ
ス
10
億
円
）
、
営

業
利
益
は
16
億
円
（
マ
イ
ナ

ス
１
億
円
）
で
、
受
注
・
売

上
と
も
に
増
加
し
た
が
減
益

と
な
っ
た
。
通
期
予
想
は
上

期
の
好
調
な
受
注
を
踏
ま

え
、
売
上
高
・
営
業
利
益
・

純
利
益
い
ず
れ
も
上
方
修
正

し
て
い
る
。

　
ア
ズ
ビ
ル
の
Ａ
Ａ
事
業

は
、
部
品
調
達
難
の
影
響
を

受
け
た
が
生
産
・
調
達
面
の

対
策
を
通
じ
て
２
Ｑ
か
ら
徐

々
に
回
復
し
、
売
上
高
は
０

・
８
％
増
の
４
６
１
億
６
３

０
０
万
円
、
セ
グ
メ
ン
ト
利

益
は
部
品
価
格
高
騰
の
影
響

を
受
け
て
22
・
５
％
減
の
54

億
１
４
０
０
万
円
の
減
益
と

な
っ
た
。
通
期
予
想
で
は
、

設
備
投
資
の
継
続
と
生
産
能

力
強
化
の
成
果
を
見
込
み
、

売
上
高
と
純
利
益
を
上
方
修

正
し
た
。

　
Ｉ
Ｄ
Ｅ
Ｃ
は
、
デ
ジ
タ
ル

と
自
動
車
、
工
作
機
械
、
ロ

ボ
ッ
ト
な
ど
の
需
要
増
を
背

景
に
、
ス
イ
ッ
チ
事
業
と
安

全
防
爆
事
業
を
中
心
に
売
上

が
増
加
し
て
増
収
増
益
。
国

内
は
半
導
体
関
連
・
自
動
車

関
連
・
工
作
機
械
・
ロ
ボ
ッ

ト
業
界
等
の
需
要
が
堅
調

で
、
海
外
も
中
国
上
海
で
の

ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
に
よ
る
影
響

も
ご
く
一
部
に
と
ど
ま
り
、

全
エ
リ
ア
で
大
幅
な
増
収
と

な
り
、
為
替
の
円
安
効
果
も

加
わ
っ
て
大
幅
な
増
収
と
な

っ
た
。
通
期
で
は
、
日
本
と

欧
米
、
ア
ジ
ア
の
主
要
市
場

で
の
増
収
効
果
が
原
材
料
価

格
の
高
騰
を
上
回
る
こ
と
か

ら
、
売
上
高
・
営
業
利
益
・

純
利
益
を
上
方
修
正
し
て
い

る
。

　
主
要
Ｆ
Ａ
・
機
械
商
社
の

２
０
２
３
年
３
月
期
上
期
決

算
が
出
そ
ろ
っ
た
。
半
導
体

製
造
装
置
を
中
心
に
設
備
投

資
意
欲
は
高
く
、
自
動
化
需

要
は
堅
調
で
、
12
社
中
10
社

が
増
収
増
益
と
な
っ
た
。
部

材
不
足
に
よ
る
納
期
遅
延
は

続
い
て
い
る
が
、
少
し
ず
つ

解
消
に
向
か
っ
て
お
り
、
先

行
き
の
不
透
明
さ
や
悲
壮
感

は
薄
れ
て
い
る
。

　
菱
電
商
事
は
、
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
の
混
乱
が
続
く
中

で
も
半
導
体
製
造
装
置
、
工

作
機
械
な
ど
装
置
メ
ー
カ
ー

向
け
の
サ
ー
ボ
・
Ｃ
Ｎ
Ｃ
需

要
が
好
調
で
、
自
動
車
や
エ

レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
関
連
の
設

備
投
資
案
件
も
堅
調
に
推
移

し
た
。

　
立
花
エ
レ
テ
ッ
ク
も
Ｆ
Ａ

機
器
は
納
期
問
題
で
苦
戦
し

た
が
、
半
導
体
製
造
装
置
や

物
流
関
連
が
好
調
で
、
Ｐ
Ｌ

Ｃ
や
サ
ー
ボ
、
配
電
制
御
機

器
、
セ
ン
サ
が
大
幅
伸
長
。

　
サ
ン
ワ
テ
ク
ノ
ス
は
半
導

体
関
連
・
自
動
車
関
連
・
太

陽
光
関
連
な
ど
の
積
極
的
な

設
備
投
資
を
捉
え
て
好
調
。

納
期
遅
延
を
見
越
し
て
部
材

の
先
行
手
配
も
継
続
し
、
需

要
を
逃
さ
ず
に
捉
え
る
こ
と

が
で
き
た
。

　
カ
ナ
デ
ン
は
、
Ｆ
Ａ
分
野

は
納
期
長
期
化
の
影
響
を
受

け
た
が
、
製
造
業
の
設
備
投

資
は
引
き
続
き
旺
盛
で
、
駆

動
制
御
機
器
が
順
調
に
推

移
。
ま
た
産
業
メ
カ
ト
ロ
ニ

ク
ス
分
野
の
レ
ー
ザ
ー
加
工

機
の
案
件
が
増
加
し
た
。

　
た
け
び
し
は
、
Ｆ
Ａ
機
器

は
半
導
体
製
造
装
置
向
け

に
、
産
業
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス

が
５
Ｇ
関
連
で
増
加
。
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
の
子
会
社
も
好
調
に

推
移
。

　
明
治
電
機
工
業
は
、
部
材

の
納
期
遅
延
の
影
響
を
大
き

く
受
け
減
収
減
益
。

　
ス
ズ
デ
ン
は
半
導
体
製
造

装
置
メ
ー
カ
ー
で
の
需
要
を

獲
得
し
、
部
材
の
供
給
体
制

も
回
復
の
兆
し
が
見
え
て
き

た
と
し
て
い
る
。

主
要
Ｆ
Ａ
・
機
械
商
社

自
動
化
需
要
は
堅
調

納
期
遅
延
も
回
復
傾
向



２０２２年（令和４年）１１月３０日　　　（2）

能
。
ま
た
、
３
つ
の
調
光
方

式
に
対
応
汎
用
照
明
で
利
用

さ
れ
る
「
Ｐ
Ｗ
Ｍ
調
光
」

と
、
ラ
イ
ン
照
明
に
最
適
な

「
定
電
圧
調
光
」
、
高
輝
度

発
光
が
可
能
な
「
ス
ト
ロ
ボ

オ
ー
バ
ー
ド
ラ
イ
ブ
」
に
も

対
応
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
検
査

用
途
で
利
用
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

　
バ
ー
照
明
の
Ｏ
Ｐ
Ｂ
―
Ｘ

シ
リ
ー
ズ
は
、
要
望
の
多
か

っ
た
幅
30
㍉
㍍
サ
イ
ズ
を
ラ

イ
ン
ア
ッ
プ
し
、
明
る
さ
は

現
行
機
種
の
Ｏ
Ｐ
Ｂ
―
Ｓ
シ

リ
ー
ズ
の
４
倍
（
白
色
）
、

高
輝
度
バ
ー
照
明
Ｏ
Ｐ
Ｂ
シ

リ
ー
ズ
の
１
・
８
倍
（
白

色
）
を
実
現
。
光
量
不
足
で

バ
ー
照
明
を
２
本
使
っ
て
い

た
場
合
や
バ
ッ
ク
ラ
イ
ト
用

途
で
も
１
本
で
対
応
可
能
。

白
色
以
外
の
青
青
／
赤
色
・

赤
外
光
を
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
す

る
予
定
で
、
第
１
弾
と
し
て

75
／
１
５
０
／
２
２
５
㍉
㍍

長
の
３
サ
イ
ズ
、
青
／
白
色

を
発
売
す
る
。
サ
イ
ズ
違
い

や
赤
色
・
赤
外
光
も
順
次
発

売
予
定
で
、
全
機
種
で
「
Ｆ

Ａ
Ｌ
Ｕ
Ｘ
ｓ
ｅ
ｎ
ｓ
ｉ
ｎ
ｇ

＋
」
に
対
応
し
て
い
る
。

　
標
準
価
格
は
、
Ｏ
Ｐ
Ｐ
Ｘ

シ
リ
ー
ズ
が
５
万
９
０
０
０

円
（
税
別
）
か
ら
、
Ｏ
Ｐ
Ｂ

―
Ｘ
シ
リ
ー
ズ
は
７
万
５
０

０
０
円
（
税
別
）
か
ら
。

　
Ｔ
Ｈ
Ｋ
は
、
製
造
業
向
け

Ｉ
ｏ
Ｔ
サ
ー
ビ
ス
「
Ｏ
Ｍ
Ｎ

Ｉ
ｅ
ｄ
ｇ
ｅ
（
オ
ム
ニ
エ
ッ

ジ
）
」
に
つ
い
て
、
切
削
工

具
を
監
視
す
る
「
工
具
監
視

Ａ
Ｉ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
」
の

提
供
を
開
始
し
た
。

　
同
サ
ー
ビ
ス
は
、
Ｌ
Ｍ
ガ

イ
ド
や
ボ
ー
ル
ね
じ
、
ア
ク

チ
ュ
エ
ー
タ
の
直
動
部
品
に

セ
ン
サ
を
取
り
付
け
、
そ
の

状
態
を
監
視
し
て
不
良
や
故

障
を
未
然
に
防
ぐ
部
品
予
兆

検
知
Ａ
Ｉ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
、
プ
ロ

セ
ス
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
や

ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
設
備
向
け

の
モ
ー
タ
や
ポ
ン
プ
な
ど
回

転
部
品
ま
で
対
象
を
広
げ
て

い
る
。

　
今
回
、
工
作
機
械
の
切
削

工
具
に
対
象
を
広
げ
、
後
付

け
で
取
り
付
け
で
き
、
面
倒

な
し
き
い
値
設
定
も
一
切
不

要
な
工
具
監
視
Ａ
Ｉ
ソ
リ
ュ

ー
シ
ョ
ン
と
し
て
提
供
を
開

始
。
す
で
に
稼
働
し
て
い
る

工
作
機
械
で
も
簡
単
に
導
入

で
き
、
切
削
工
具
の
欠
損
や

チ
ッ
ピ
ン
グ
の
検
知
、
摩
耗

度
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
も
で

き
、
工
具
寿
命
の
最
適
化
や

交
換
の
コ
ス
ト
削
減
、
加
工

不
良
発
生
時
の
手
直
し
ロ
ス

の
低
減
な
ど
が
可
能
に
な

る
。

　
ま
た
デ
ー
タ
は
Ａ
Ｉ
が
自

動
解
析
し
て
異
常
検
知
を
行

う
の
で
、
使
え
ば
使
う
ほ
ど

精
度
が
向
上
す
る
。

れ
異
な
る
シ
ス
テ
ム
が
使
わ

れ
、
別
々
の
シ
ス
テ
ム
管
理

・
運
営
を
強
い
ら
れ
て
い

た
。

　
そ
れ
に
対
し
同
製
品
は
、

米
・
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
ズ
社
（
Ｃ
Ｃ
Ｃ
）

の
制
御
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
を

「
Ｃ
Ｅ
Ｎ
Ｔ
Ｕ
Ｍ
　
Ｖ
Ｐ
」

上
で
動
作
さ
せ
、
コ
ン
プ
レ

ッ
サ
ー
駆
動
用
蒸
気
タ
ー
ビ

ン
制
御
を
可
能
に
し
、
１
つ

の
生
産
制
御
シ
ス
テ
ム
で
プ

ロ
セ
ス
制
御
と
蒸
気
タ
ー
ビ

ン
を
含
む
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー

全
体
を
一
括
し
て
操
作
・
監

視
で
き
る
よ
う
に
し
た
。
ま

た
同
じ
ハ
ー
ド
ウ
エ
ア
を
使

う
こ
と
が
で
き
、
エ
ン
ジ
ニ

ア
リ
ン
グ
や
調
達
、
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
の
負
担
を
減
ら
し
、

予
備
品
や
保
守
費
の
削
減
も

可
能
と
し
た
。

　
Ｃ
Ｋ
Ｄ
は
、
電
動
ア
ク
チ

ュ
エ
ー
タ
「
Ｅ
Ｊ
Ｓ
Ｇ
」
シ

リ
ー
ズ
＝
写
真
＝
を
発
売
し

た
。
同
製
品
は
、
使
い
や
す

さ
と
高
剛
性
を
重
視
し
た
電

動
ア
ク
チ
ュ
エ
ー
タ
で
、
ガ

イ
ド
に
ア
ウ
タ
ー
レ
ー
ル
を

採
用
し
、
ボ
デ
ィ
と
一
体
に

な
っ
た
幅
広
ガ
イ
ド
で
高
剛

性
と
省
ス
ペ
ー
ス
を
実
現
。

現
在
位
置
情
報
を
保
持
す
る

　
安
川
電
機
は
、
熟
練
を
要

す
る
微
妙
な
力
加
減
や
複
雑

な
人
の
動
き
を
直
接
ロ
ボ
ッ

ト
に
教
え
込
む
こ
と
（
教

示
）
が
で
き
る
、
実
演
教
示

パ
ッ
ケ
ー
ジ
「
Ｍ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
Ｍ

Ａ
Ｎ
―
Ｃ
ｒ
ａ
ｆ
ｔ
（
モ
ー

ト
マ
ン
ク
ラ
フ
ト
）
」
を
発

売
し
た
。

　
熟
練
作
業
は
滑
ら
か
な
力

加
減
、
巧
な
動
き
で
な
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
手
技
の
数

値
化
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
化
が
困

難
で
ロ
ボ
ッ
ト
へ
の
教
示
や

活
用
を
難
し
く
さ
せ
て
い

る
。
そ
れ
に
対
し
同
パ
ッ
ケ

ー
ジ
は
、
人
の
動
き
を
セ
ン

シ
ン
グ
す
る
専
用
教
示
デ
バ

イ
ス
を
操
作
し
、
位
置
情
報

や
力
覚
情
報
を
取
り
込
ん
で

数
値
化
し
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

自
動
生
成
。
研
磨
の
よ
う
な

ワ
ー
ク
の
曲
面
形
状
に
合
わ

せ
た
３
次
元
的
な
軌
道
と
力

加
減
を
短
時
間
で
簡
単
に
プ

ロ
グ
ラ
ム
化
で
き
る
。

　
さ
ら
に
、
自
動
生
成
し
た

プ
ロ
グ
ラ
ム
と
実
際
の
ロ
ボ

ッ
ト
の
先
端
に
は
じ
さ
れ
た

ワ
ー
ク
位
置
と
は
微
妙
な
ズ

レ
が
発
生
し
て
も
、
ロ
ボ
ッ

ト
が
作
業
を
繰
り
返
す
な
か

で
学
習
し
て
自
動
修
正
し
て

力
加
減
を
調
整
し
て
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
最
適
化
す
る
。
ま
た

人
が
作
業
開
始
前
に
行
う
位

置
調
整
な
ど
の
事
前
動
作
は

プ
ロ
グ
ラ
ム
か
ら
削
除
し
、

ス
タ
ー
ト
地
点
か
ら
最
終
的

な
作
業
開
始
位
置
・
姿
勢
ま

で
を
最
短
の
経
路
で
移
動
さ

せ
て
、
す
ぐ
に
作
業
を
開
始

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
研
磨
作
業
を
主
な
ア
プ
リ

ケ
ー
シ
ョ
ン
と
し
、
金
属
食

器
、
包
丁
・
ハ
サ
ミ
等
の
刃

物
、
水
回
り
等
の
金
具
部
品

の
磨
き
、
自
動
車
部
品
、
時

計
フ
レ
ー
ム
な
ど
の
研
磨
や

バ
リ
取
り
等
に
最
適
。

　
オ
プ
テ
ッ
ク
ス
・
エ
フ
エ
ー
は
、
セ
ン
シ
ン
グ
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
の
新
技
術

「
Ｆ
Ａ
Ｌ
Ｕ
Ｘ
ｓ
ｅ
ｎ
ｓ
ｉ
ｎ
ｇ
＋
（
フ
ァ
ル
ク
ス
セ
ン
シ
ン
グ
プ
ラ

ス
）
」
を
搭
載
し
た
、
多
機
能
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
「
Ｏ
Ｐ
Ｐ
Ｘ
シ

リ
ー
ズ
」
を
11
月
か
ら
、
セ
ン
シ
ン
グ
高
輝
度
バ
ー
照
明
「
Ｏ
Ｐ
Ｂ
―
Ｘ
シ

リ
ー
ズ
」
を
２
０
２
３
年
１
月
に
発
売
す
る
。

　
当
月
の
営
業
活
動
で
何
か
良

い
情
報
は
な
か
っ
た
か
。
何
か

ト
ピ
ッ
ク
ス
は
な
か
っ
た
か
と

販
売
員
に
尋
ね
て
み
る
。
販
売

員
か
ら
の
報
告
は
、
ほ
と
ん
ど

が
受
注
に
関
係
す
る
情
報
で
あ

る
。

　
販
売
員
は
毎
月
の
売
上
予
算

達
成
の
た
め
、
日
々
動
い
て
い

る
。
売
上
予
算
達
成
に
厳
し
く

管
理
さ
れ
て
い
な
く
て
も
狩
り

を
す
る
猟
犬
の
如
く
１
円
で
も

多
く
の
売
り
上
げ
を
増
や
そ
う

と
す
る
の
が
販
売
員
で
あ
る
。

だ
か
ら
何
で
も
い
い
か
ら
情
報

を
取
っ
て
来
い
と
い
う
指
示
を

出
し
て
も
、
販
売
員
は
商
談
情

報
以
外
に
は
目
を
く
れ
な
い
。

　
仮
に
日
頃
、
顔
を
出
し
て
い

る
技
術
課
で
人
が
一
人
減
っ
た

こ
と
が
分
か
っ
て
も
、
そ
の
事

実
を
情
報
扱
い
に
は
し
な
い
。

多
く
の
販
売
員
は
一
人
減
っ
た

こ
と
を
追
及
す
れ
ば
大
事
な
情

報
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
と
思

わ
な
い
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
情

報
イ
コ
ー
ル
商
談
情
報
に
な
っ

て
い
る
か
ら
だ
。

　
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て

き
た
よ
う
に
売
り
上
げ
が
右
肩

上
が
り
に
な
ら
ず
、
横
波
の
よ

う
な
ト
レ
ン
ド
に
な
っ
て
い
る

販
売
店
は
、
商
品
を
売
り
込
む

営
業
力
の
み
を
強
化
す
る
の
で

は
な
く
、
販
売
店
独
自
の
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
感
覚
を
も
っ
て
、

こ
と
に
当
た
ら
ね
ば
な
ら
な

い
。
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
は
マ
ー

ケ
ッ
ト
創
造
の
手
法
で
あ
る
。

　
販
売
店
は
商
品
を
作
る
わ
け

で
は
な
い
か
ら
新
し
い
需
要
を

ど
の
よ
う
に
し
て
見
つ
け
る
か

と
い
う
手
法
に
な
る
。
実
際
に

販
売
店
で
は
営
業
力
を
強
化
し

て
も
売
り
上
げ
が
伸
び
な
い
時

に
、
こ
れ
ま
で
本
気
に
売
っ
た

こ
と
の
な
い
商
品
筋
か
、
新
規

の
客
層
へ
の
ア
タ
ッ
ク
を
試
み

よ
う
と
し
て
き
た
。

　
し
か
し
現
状
の
顧
客
に
何
を

販
売
す
れ
ば
売
れ
る
の
か
が
分

か
る
位
な
ら
と
っ
く
の
昔
に
そ

の
商
品
を
仕
入
れ
て
販
売
し
て

い
る
の
が
商
人
で
あ
る
。
だ
か

ら
残
さ
れ
た
道
は
新
規
の
客
層

に
挑
戦
す
る
し
か
な
く
な
る
。

つ
ま
り
右
肩
上
が
り
の
売
り
上

げ
を
持
続
し
て
い
く
に
は
顧
客

を
増
や
す
か
顧
客
層
を
変
え
る

し
か
な
い
。

　
も
っ
と
も
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

＆
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
進
み
、

新
し
い
概
念
の
機
器
や
部
品
の

創
出
が
あ
れ
ば
従
来
の
顧
客
に

新
需
要
が
生
ま
れ
る
か
ら
従
来

の
営
業
活
動
で
売
り
込
め
る
。

し
か
し
不
確
か
な
期
待
に
頼
る

こ
と
は
得
策
で
は
な
い
。
そ
れ

な
ら
顧
客
を
一
人
で
も
多
く
増

や
す
こ
と
に
専
念
す
べ
き
で
あ

る
。

　
一
般
の
販
売
員
が
新
規
開
拓

の
た
め
に
ア
ポ
取
り
し
て
訪
問

ま
で
漕
ぎ
つ
け
る
の
は
容
易
で

は
な
い
。
だ
か
ら
現
状
の
顧
客

内
に
あ
る
顧
客
を
開
拓
し
て
新

し
い
活
躍
を
見
つ
け
る
の
が
現

実
的
だ
。
顧
客
内
の
ど
こ
に
、

ど
の
よ
う
な
見
込
み
客
が
あ
る

の
か
を
知
る
の
は
情
報
次
第
で

あ
る
。

　
前
回
に
例
え
と
し
て
出
し
た

よ
う
な
顧
客
内
の
こ
と
が
あ
る

程
度
分
か
っ
て
い
る
な
ら
、
そ

れ
を
た
た
き
台
に
し
て
、
さ
ら

に
検
討
し
た
上
で
、
扱
い
可
能

な
商
品
が
売
れ
る
マ
ー
ケ
ッ
ト

に
な
る
か
ど
う
か
と
い
う
観
点

で
進
出
を
決
め
れ
ば
い
い
。

　
そ
の
際
に
は
情
報
の
質
量
は

欠
か
せ
な
い
。
そ
こ
で
情
報
収

集
に
慣
れ
て
来
な
か
っ
た
販
売

員
に
は
情
報
収
集
の
心
得
か
ら

説
く
必
要
が
あ
る
。
情
報
を
入

手
す
る
相
手
は
い
ろ
い
ろ
な
用

事
で
顔
を
合
わ
せ
て
い
る
顔
見

知
り
の
人
で
あ
る
。
用
件
の
打

ち
合
わ
せ
が
終
わ
っ
た
後
に
、

い
つ
も
は
軽
い
雑
談
で
締
め
る

が
、
雑
談
の
代
わ
り
に
以
下
の

心
得
を
実
行
す
る
こ
と
で
あ

る
。

　
一
つ
目
は
行
き
が
け
の
駄
賃

を
狙
う
こ
と
だ
。
と
り
と
め
の

な
い
雑
談
を
封
印
し
て
、
代
わ

り
に
顧
客
を
知
る
た
め
の
軽
い

話
題
を
出
す
。
つ
ま
り
、
相
手

の
会
社
や
仕
事
に
関
す
る
こ
と

で
あ
る
。
例
え
ば
最
近
変
わ
っ

た
こ
と
は
な
い
か
、
会
社
全
体

が
力
を
入
れ
て
い
る
こ
と
や
自

部
門
の
重
点
方
針
や
課
題
、
会

社
内
で
話
題
に
な
っ
て
い
る
こ

と
な
ど
大
ま
か
な
情
報
入
手
か

ら
始
め
る
こ
と
で
い
い
。

　
二
つ
目
は
当
て
馬
作
戦
で
あ

る
。
こ
れ
は
何
の
用
件
も
な
い

時
の
訪
問
で
あ
る
。
ま
ず
取
り

や
す
い
用
件
を
ダ
シ
に
使
っ
て

ア
ポ
を
取
る
。
例
え
ば
納
期
の

乱
れ
の
説
明
、
材
料
高
に
よ
る

価
格
改
定
説
明
、
設
計
変
更
や

生
産
中
止
案
内
な
ど
で
あ
る
。

用
件
は
ダ
シ
で
、
本
心
は
情
報

入
手
の
訪
問
だ
か
ら
そ
の
た
め

の
話
題
や
質
問
の
準
備
を
し
て

臨
む
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
ら
の

心
得
が
無
意
識
に
出
る
よ
う
に

な
る
ま
で
毎
回
や
り
続
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

右
肩
上
が
り
の
売
り
上
げ
持
続
へ

大
ま
か
な
情
報
収
集
で
ス
タ
ー
ト

�

新
製
品
・
サ
ー
ビ
ス

多
機
能
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ

業
界
初
の
照
明
個
体
識
別

オプテックス・エフエー

実
演
教
示
パ
ッ
ケ
ー
ジ

　

熟
練
作
業
を
ロ
ボ
ッ
ト
化

安川電機

教
示
デ
バ
イ
ス

　
Ｏ
Ｐ
Ｐ
Ｘ
は
、
新
技
術
の

Ｆ
Ａ
Ｌ
Ｕ
Ｘ
ｓ
ｅ
ｎ
ｓ
ｉ
ｎ

ｇ
＋
を
搭
載
し
、
セ
ン
シ
ン

グ
機
能
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
制
御
に
加

え
、
累
積
点
灯
時
間
な
ど
の

照
明
ご
と
に
異
な
る
個
体
情

報
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
で
参
照

可
能
。

　
12
Ｖ
、
24
Ｖ
入
力
照
明
対

応
の
機
種
を
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ

し
、
現
行
機
種
の
照
明
や
他

社
製
照
明
も
接
続
で
き
、
最

大
４
台
ま
で
連
結
し
て
計
16

チ
ャ
ン
ネ
ル
の
照
明
を
制
御

で
き
る
。
照
明
の
入
力
電
圧

ご
と
の
専
用
電
源
は
不
要

で
、
Ｏ
Ｐ
Ｐ
Ｘ
な
ら
１
シ
リ

ー
ズ
の
同
一
筐
体
で
対
応
可

能
。
上
位
Ｐ
Ｌ
Ｃ
と
の
接
続

も
イ
ー
サ
ネ
ッ
ト
通
信
に
統

一
で
き
、
省
配
線
を
実
現
可

高
輝
度
バ
ー
照
明
も
発
売 

2023
年
１
月

蒸
気
タ
ー
ビ
ン

複
数
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
ト
レ
イ
ン　

統
合
生
産
制
御
シ
ス
テ
ム

横河電機
　
横
河
電
機
は
、
コ
ン
プ
レ

ッ
サ
ー
駆
動
用
蒸
気
タ
ー
ビ

ン
制
御
と
複
数
コ
ン
プ
レ
ッ

サ
ー
ト
レ
イ
ン
の
統
合
制
御

を
可
能
に
す
る
、
統
合
生
産

制
御
シ
ス
テ
ム
「
Ｃ
Ｅ
Ｎ
Ｔ

Ｕ
Ｍ
　
Ｖ
Ｐ
　
（
セ
ン
タ
ム

・
ブ
イ
ピ
ー
）
Ｒ
６
・
10
」

を
発
売
す
る
。

　
こ
れ
ま
で
プ
ラ
ン
ト
に
多

数
存
在
す
る
タ
ー
ボ
機
械
と

プ
ロ
セ
ス
制
御
に
は
そ
れ
ぞ

バ
ッ
テ
リ
レ
ス
ア
ブ
ソ
リ
ュ

ー
ト
式
エ
ン
コ
ー
ダ
を
搭
載

し
、
バ
ッ
テ
リ
交
換
の
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
も
不
要
。
保
護
等

級
Ｉ
Ｐ
50
に
対
応
し
、
粉
塵

環
境
下
で
の
耐
久
性
を
向
上

さ
せ
、
標
準
品
に
比
べ
て
２

倍
以
上
の
距
離
を
走
行
可

能
。
ま
た
中
間
ス
ト
ロ
ー
ク

を
希
望
す
る
ユ
ー
ザ
ー
に
は

オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
で
対
応
す

る
。

　
同
時
に
粉
塵
環
境
用
、
低

発
塵
環
境
用
、
２
次
電
池
製

造
工
程
用
、
食
品
製
造
工
程

用
の
４
つ
の
シ
リ
ー
ズ
を
ラ

イ
ン
ア
ッ
プ
し
、
ワ
ー
ク
搬

送
や
多
点
位
置
決

め
、
２
次
電
池
製
造

工
程
で
の
ワ
ー
ク
搬

送
、
食
品
製
造
工
程

で
の
ワ
ー
ク
送
り
出

し
等
の
用
途
に
最

適
。

　
販
売
価
格
は
４
万

６
３
５
０
円
か
ら
21

万
７
１
４
０
円
（
税

抜
き
）
。

Ｉ
Ｏ
―
Ｌ
ｉ
ｎ
ｋ

対
応
の
表
示
灯　

ｉ
ｆ
ｍ
　
ｅ
ｆ
ｅ
ｃ
ｔ
ｏ
ｒ

　
ｉ
ｆ
ｍ
　
ｅ
ｆ
ｅ
ｃ
ｔ
ｏ

ｒ
は
、
Ｉ
Ｏ
―
Ｌ
ｉ
ｎ
ｋ
対

応
で
プ
ロ
セ
ス
用
途
に
合
わ

せ
た
点
灯
表
示
を
設
定
で
き

る
表
示
灯
「
シ
グ
ナ
ル
タ
ワ

ー
Ｄ
Ｖ
29
シ
リ
ー
ズ
」
＝
写

真
＝
を
発
売
し
た
。

　
同
製
品
は
、
20
段
階
の
レ

ベ
ル
に
応
じ
て
さ
ま
ざ
ま
な

光
り
方
・
色
を
設
定
可
能
な

レ
ベ
ル
モ
ー
ド
と
、
20
個
の

点
灯
セ
グ
メ
ン
ト
の
色
・
光

り
方
を
個
別
に
カ
ス
タ
マ
イ

ズ
設
定
で
き
る
Ｉ
Ｏ
―
Ｌ
ｉ

ｎ
ｋ
機
能
を
搭
載
し
、
多
彩

な
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
化
を
実

現
。
色
別
・
用
途
別
で
ス
ト

ッ
ク
が
不
要
に
な
り
、
コ
ス

ト
の
最
適
化
に
も
有
効
。

　
標
準
価
格
は
４
万
８
０
０

０
円
か
ら
５
万
９
５
０
０
円

（
税
別
）
。

電
動
グ
リ
ッ
パ

３
つ
爪
タ
イ
プ

オ
リ
エ
ン
タ
ル
モ
ー
タ
ー

　
オ
リ
エ
ン
タ
ル
モ
ー
タ
ー

は
、
電
動
グ
リ
ッ
パ
「
Ｅ
Ｈ

シ
リ
ー
ズ
」
に
３
つ
爪
タ
イ

プ
＝
写
真
＝
を
発
売
し
た
。

　
同
製
品
は
、
円
筒
、
球
や

複
雑
な
形
状
で
デ
リ
ケ
ー
ト

な
ワ
ー
ク
で
も
、
人
の
指
先

の
よ
う
な
優
し
く
つ
か
む
こ

と
が
可
能
。
駆
動
モ
ー
タ
ー

は
α
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
　
Ａ
Ｚ
シ
リ

ー
ズ
で
、
バ
ッ
テ
リ
レ
ス
の

ア
ブ
ソ
リ
ュ
ー
ト
セ
ン
サ
を

内
蔵
し
、
外
部
セ
ン
サ
不
要

で
モ
ー
タ
ー
位
置
情
報
を
常

時
監
視
。
ク
ロ
ー
ズ
ド
ル
ー

プ
制
御
で
高
信
頼
性
を
確
保

し
て
い
る
。
ま
た
モ
ー
タ
ー

発
熱
を
抑
え
省
エ
ネ
駆
動
。

小
型
軽
量
で
ロ
ボ
ッ
ト
全
体

の
小
型
化
・
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン

が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
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CCC Inside for Yokogawa CENTUM VPの
統合操作監視画面の例

THK「OMNIedge」サービス拡大

切削工具の監視ＡＩソリューション

▶
「
Ｏ
Ｐ
Ｐ
Ｘ
シ
リ
ー
ズ
」

▼
「
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ズ
」

重負荷用電磁接触器

高頻度開閉能力を持った
クラッパー形電磁接触器
AC200～550V 80～600A
DC100～220V 80～600A
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　WEBからの修理／修理事前見積り／校正
依頼は、24時間受付、進捗状況のWEB確
認、受領確認処理のWEB化、修理部門との
直接対応など便利機能が充実し、すでに70％
以上の顧客が利用している。
■ アイエイアイ、「コーヒータイム11月号」
発刊　無料ダウンロード可能
　アイエイアイは、毎月発行している情報誌
「コーヒータイム」につい
て、11月号を発刊した。コ
ラム「モミジとカエデ」、
事例紹介「建材への接着剤
塗布装置」のほか、新商品
情報やイベント情報、また
話題の新技術などの情報を
掲載している。誰でも無料
でPDFデータをダウンロ
ードできる
■ ファナック、「ファナックニュース2022-
III」11月号を発刊　誰でも無料ダウンロー

ド可能
　ファナックは、同社の情
報誌「ファナックニュー
ス」について、11月号を発
刊した。
　米国の工作機械展示会
「IMTS2022」のレポート
のほか、FA、ロボット、
ロボマシンの各新製品と新
機能紹介、IoT紹介・FIELDシステム導入事例
として神崎高級工機製作所と前田精密製作所
の事例、同社の隼人工場紹介、同社が特別協
賛している「第18回全日本学生室内飛行ロボ
ットコンテスト」のレポートなどを掲載して
いる。
　同社ホームページから誰でも無料でダウン
ロードすることができる。
■山洋電気、テクニカルレポート第54号発刊
　山洋電気は、同社の技術情報誌である「テ
クニカルレポート」について、11月号となる

第54号を発刊した。特集は
「広くて深い市場へ」と
し、クーリングシステム事
業部、パワーシステム事業
部、サーボシステム事業部
の新製品・新技術を紹介し
ている。
■ SMC、省エネ・用途・業種別製品紹介に
クラフトビール醸造所向け機器を公開

　SMCは、省エネ・用途・
業種別製品紹介カタログに
ついて、クラフトビール醸
造所向け機器を掲載した
「CRAFT BREWERY向機
器」を公開した。クラフト
ビール製造工程、ミリング
・製麦工程、冷却・温度コ
ントロール、麦汁・エア供給、ボトル・缶・
樽充填の各工程に適した製品を選定して紹介
している。

■ 安川電機、ショートアーム仕様の協働ロボ
ットを使った手元作業の自働化事例を公開

　安川電機はe-メカサイト
で、狭いスペースでの手元作
業を、ショートアーム仕様の
協働ロボット「MOTOMAN-
HC10SDTP」で自動化した
事例を公開した。
　部品のハンドリングや組み
立ては人手による手元作業が
多く、作業スペースも小さ
い。これを自動化するにはロボットの設置ス
ペースが課題となるが、ショートアーム仕様
のMOTOMAN-HC10SDTPは、同じHCシ
リーズよりもアームが300mm短く、稼働エ
リアがコンパクトになり、省スペースで設置
・稼働できる。
■ 富士電機、産業用RC-IGBTモジュール
「Dual XT」の紹介論文を公開

　富士電機は、富士電機技報に第7世代「Xシ
リーズ」1700V/800A産業用RC-IGBTモジュ
ール「Dual XT」の製品紹介論文を公開した。
　IGBTとFWDのそれぞれのチップを組み
合わせた従来のIGBTモジュールよりも一層
の高パワー密度化と高信頼性の両立を実現し
た、Xシリーズ産業用RC-IGBTモジュール
の系列化を進めており、従来の定格電流が最
大で600Aであったのに対し、今回、定格電
流を800Aまで拡大した製品を開発した。
■アズビル、岡本秀樹氏がIEC1906賞を受賞
　アズビルの技
術標準部国際標
準グループに所
属する岡本秀樹
氏が、IEC（In 
ternational El 
ectrotechnical 
Commission、
国際電気標準会
議）の「IEC1906賞」を受賞した。岡本氏は
IECのスマートシティ・システム委員会にと
って初めての発行となる国際標準IEC63152
の開発に尽力したことが高く評価された。
■ オムロン、エンジニア派遣・請負・紹介・
サービス事業の新会社を設立

　オムロンの国内での人事・総務・理財機能
を担うオムロン エキスパートリンクは、エ
ンジニア領域の人財サービス事業（派遣・請
負・紹介）を行う、オムロン エキスパート
エンジニアリング株式会社を2023年4月に設
立する。エンジニア領域の人財サービスに特
化し、優秀なエンジニアを採用し、オムロン
グループをはじめとする顧客の事業成長に必
要な人財サービスを提供する。
■ オプテックス・エフエー、自動車、食品、
素材、半導体業界向け課題解決セミナー見
逃し配信

　オプテックス・エフエーは、11月に開催し
たWEBセミナー「FASTUS業界別課題解決
セミナー」の見逃し配信を実施する。同セミ
ナーは、自動車業界、食品業界、素材業界、
半導体・FPD業界の4つの業界のよくある課
題解決にフォーカスしている。配信期間は12
月28日まで
■ パトライト、田中宏樹氏発明の緊急車両用
電子サイレンアンプが大阪府知事賞を受賞

　パトライトの開発本部開発課に所属するプ
ロジェクトリーダー田中宏樹氏が発明した緊
急車両用電子サイレンアンプが、発明協会の
令和4年度近畿地方発明表彰の大阪府知事賞

を受賞した。緊急車両用電子サイレンアンプ
に搭載する「高警告サイレン音」に関する発
明が優れていると評価された。
■ EPLANとシーメンス、制御盤・配電盤ソ
フトウエアソリューションで戦略的パート
ナーシップを締結
　EPLANと
シーメンス
は、産業とイ
ンフラ市場部
門向けソフト
ウエアソリュ
ーション分野
で戦略的パー
トナーシップを締結した。
　安全や制御製品や測定、モニタリング機
器、スイッチ、ソケットなど低圧の電気製品
を取り扱うシーメンスのElectrical Products
（電気製品）事業部門がEPLANパートナー
ネットワークに参加し、制御盤用機器の
EPLAN用データを用意するほか、Sivacon
とA l p h aの配電盤・配電システムは、
Simaris（プランニングツール）とEPLAN
プラットフォームを統合し、EPLANとシー
メンスが共同でプロセス最適化・自動化でき
るようになる。
■ 日東工業、リユースバッテリーとパネルを
使った太陽光自家消費蓄電池システムを掛
川工場で実証導入
　日東工業は、EV使用済みリユースバッテ
リーとリユースパネルを活用した環境配慮型
の「産業用太陽光自家消費蓄電池システムサ
ファLink-ONE-」の実証導入を掛川工場
（静岡県掛川市）で開始した。
　EVリユースバッテリーは電気自動車8台分
を使って約130ｋWhを蓄電でき、太陽光リ
ユースパネルは５種類の異なる仕様のパネル
を1115枚リユースし、最大発電能力は約
326.5ｋWh。
■ 北陽電機、9月開催の国際物流展の同社ブ
ースをVRで再現　WEB展示会として開催

　北陽電機は、9月に東京ビッグサイトで行
われた国際
物流展につ
いて、同社
の出展ブー
スを360°の
VRで再現
し、WEB
展示会として公開している。新製品のセーフ
ティコントローラーや測域センサをはじめ主
力製品の紹介に加えて、実際に活用できるシ
ーンごとに実現できるソリューションとし
て、製品の特長や使用例について分かりやす
く紹介している。
■ アイエイアイ、WEBでの「修理／修理事
前見積り／校正依頼」の機能追加　ロード
セル校正が可能に
　アイエイアイは、同社ホームページから依
頼できるWEBを通じた「修理／修理事前見
積り／校正依頼」について、機能を拡充して
ロードセルの校正依頼もかけられるようにな
った。

セミナー・イベント情報
■ 三菱電機、12月21日オンラインセミナー
「装置の消費電力削減ソリューション」
　三菱電機は、12月21日15時～オンラインセ
ミナー「装置の消費電力削減ソリューション
ご紹介セミナー」を開催する。装置・設備メ
ーカを対象に、カーボンニュートラル対応方
法を解説する。
■ FAプロダクツ、12月2日WEBセミナー
「製造業DXをパッケージで実現するDXモ
ジュール」開催
　FAプロダクツは、12月2日13時～WEBセ
ミナー「製造業DXをパッケージで実現する
『DXモジュール』提供開始」を開催する。
参加無料
　同社も参画しているチームクロスFAで
は、製造業のDXに必要な機器やシステム
を、目的にあわせて組み合せてパッケージ化
した新サービス「DXモジュールシリーズ」
を提供開始した。セミナーでは、代表取締役
社長の貴田義和氏が講師を務め、サービス全
体像と開発背景、DXの支援事例と実績、そ
こでの苦労話等を紹介する。
■立花エレテック、12月2日にWEBセミナー
「自律走行ロボットを活用した製造現場の課
題解決」
　立花エレテックは、12月2日にWEBセミナ
ー「自律走行ロボットを活用した製造現場の
課題解決～事例でみる工場内無人搬送システ
ム～ 」を開催する。参加無料、定員300人。
　工場内の運搬作業は、人に依存している作
業のひとつであり、省人化や作業負担軽減に
は自律走行ロボット(AMR)導入は有効な選
択肢のひとつとなる。セミナーでは
「AMR」「設備制御」「走行ロボットの安
全」のソリューションを紹介する。

展示会出展
■ 三菱電機、11月30日～12月2日スマート工
場EXPOオンライン出展＆無料セミナー実
施
　三菱電機は、11月30日～12月2日にオンラ
インで開催されるスマート工場EXPOオンラ
インに、「ハードだけじゃない。ソフトも凄
い、三菱電機。～Digital Manufacturing～」
をテーマに出展する。

　オンラインブースでは、フィジカルで培っ
た経験と多種多様なFA機器の強みを活か
し、デジタル空間上で製造現場を再現し、現
場のPDCAをサポートする最新のソリューシ
ョン・ソフトウェア製品群を紹介する。
　セミナー
は12月1日
1 3 時半～
「三菱電機
ソフトウェ
ア製品が創造するデジタルマニュファクチャ
リング」のテーマで、三菱電機名古屋製作所
ソフトウエアシステム部長の市岡裕嗣氏が講
師となり、SCADAの膨大な生産データ見え
る化、３Dシミュレータを活用した立ち上げ
時間の大幅削減、データ分析ツールを活用し
た想定外装置異常の分析など、ソフトウェア
を駆使したデジタルソリューションを提案す
る。
■ 安川電機、12月7日～幕張メッセ「Photonix
（光・レーザー技術展）」に出展

　安川電機は、12月7日から9日まで幕張メッ
セで行われる光
・レーザー関連
技術の総合展示
会「Photonix
（光・レーザー
技術展）」に出
展する（ブース54-52）。
　ブースでは、サーボ、モーションコントロ
ールを応用し、高速・高精度でさまざまなレ
ーザー加工用途に適用できるガルバノスキャ
ナ「MIRAMOTION」シリーズ を出展。加
速する自動車生産変革/電動化へのレーザー
ソリューションの提案や、カーボンニュート
ラルへの対応などを紹介する。
　このほか新製品「高出力リングモードレー
ザー対応ガルバノヘッドユニット」や、銅・
アルミ溶接に最適な「高出力IR/BLUEハイ
ブリットレーザー対応ガルバノヘッドユニッ
ト」、人協働ロボット「MOTOMAN-
HC10」のレーザーソリューション適用への
参考出展も実施する。
■ オプテックス・エフエー、12月7日～パシ
フィコ横浜「国際画像機器展2022」に出展
　オプテックス・エフエーは、12月7日から9
日までパシフィコ横浜で行われる「国際画像
機器展2022」に出展する（ブースD-11）。
　「『見える』をカタチに。」をテーマに、

センシング
LED照明
の進化した
明るさ管理
を 提 案 す
る。明るさの自動管理が可能な画像処理用
LED照明とコントローラ、複雑形状の全数
全面検査ができる外観検査装置などを出品。
製品展示のほか、新製品の操作体験コーナー
も用意している。
■ THK、12月7日～パシフィコ横浜「横浜ロ
ボットワールド2022」出展

　THKは、12月7・8日にパシフィコ横浜で
開催される「横浜
ロボットワールド
2022」に出展する。
　ブースでは、自
律型の走行台車と
ディスプレイを組
合わせた自律移動
型ロボット「サイネージロボット」やインタ
ーネットを介した遠隔操作が可能な次世代ア
ナウンスロボット「しおりん」、自律走行型除
菌ロボット「Mover UV-C」などを展示する。

価格改定
■ エニイワイヤ、2023年3月1日受注分から価
格改定

　エニイワイヤは、主要な原材料、部品価格
等の高騰を受け、2023年3月1日受注分から価
格改定を実施する。価格改定率は、マスタ／
ブリッジは10％、リモートユニット（デジタ
ルターミナル）は10％、リモートユニット
（アナログターミナル）は10％、リモートユ
ニット（センサ／アンプ）は10％、コネクタ
類は20％、ケーブル類は60％それぞれ値上げ
となる。

生産終了
■ CKD日機電装、サーボドライバVCⅡシリ
ーズを2024年10月末で生産中止
　CKD日機電装は、サーボドライバVCⅡシ
リーズ、型式「NCR-DD*-*型」「NCR-
CD*-*型」について、2024年10月末をもって
生産を終了する。受注受付終了は2024年1月
末。後継機種・推奨代替品は、サーボドライ
バVPHシリーズとなる。

FA業界掲示板
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機械設計の変更による影響の壁
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ば

良
く
な
る
の
で
負
担
は
小
さ

く
、
対
応
ス
ピ
ー
ド
も
速
く
で

き
る
よ
う
に
な
る
。

モ
ジ
ュ
ー
ル
化
で
対
応

　
花
王
は
、
Ｂ
＆
Ｒ
と
京
都
製
作

所
と
協
働
し
、
磁
気
浮
上
式
搬
送

技
術
で
あ
る
フ
ロ
ー
テ
ィ
ン
グ
リ

ニ
ア
技
術
を
搭
載
し
た
「
Ａ
Ｃ
Ｏ

Ｐ
Ｏ
Ｓ
　
６
Ｄ
」
を
基
盤
と
し
、

少
量
多
品
種
・
マ
ス
カ
ス
タ
マ
イ

ズ
生
産
が
可
能
な
新
し
い
生
産
シ

ス
テ
ム
と
な
る
「
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク

セ
ル
生
産
技
術
」
と
、
ユ
ー
ザ
ー

の
要
望
に
応
じ
た
デ
ザ
イ
ン
に
対

応
し
た
「
加
飾
成
形
技
術
」
を
開

発
し
た
。
同
シ
ス
テ
ム
は
２
０
２

３
年
中
に
稼
働
開
始
を
予
定
し
て

い
る
。

　
中
央
電
子
（
東
京
都
八
王
子
市
）
は
、
「
Ｃ
Ｅ
Ｃ
プ
ラ

イ
ベ
ー
ト
展
２
０
２
２
（
リ
ア
ル
＋
リ
モ
ー
ト
）
」
を
同

社
営
業
セ
ン
タ
ー
（
八
王
子
市
）
内
に
開
設
し
て
い
る
シ

ョ
ー
ル
ー
ム
で
12
月
16
日
ま
で
開
催
し
て
い
る
。

中央電子「プライベート展」 12月16日まで

少量多品種

マスカスタマイズ

混
種
混
流
に
対
応
可
能

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
セ
ル
生
産

エ
ッ
ジ
Ａ
Ｉ
、ク
ラ
ウ
ド
な
ど

研
究
開
発
型
製
造
業
の
先
進
技
術
ず
ら
り

DX実現へ後押し
　
同
社
は
理
化
学
研
究
所
を
は

じ
め
と
す
る
公
的
研
究
機
関
や

企
業
・
大
学
な
ど
の
先
進
的
な

取
り
組
み
を
技
術
で
支
え
、
解

決
す
る
研
究
開
発
型
製
造
業
。

要
望
に
応
じ
た
ワ
ン
オ
フ
や
一

品
も
の
、
カ
ス
タ
ム
対
応
を
得

意
と
す
る
。
今
回
は
Ｄ
Ｘ
の
キ

ー
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
で
あ
る
ク
ラ

ウ
ド
や
エ
ッ
ジ
Ａ
Ｉ
技
術
に
つ

い
て
、
コ
ン
セ
プ
ト
展
示
だ
っ

た
も
の
を
今
年
は
実
機
に
組
み

込
ん
で
具
現
化
し
た
製
品
・
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
展
示
・
紹
介

し
て
い
る
。

　
会
場
内
は
製
品
・
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
ご
と
に
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
、環
境
監
視
、ラ
ッ
ク
・
カ
ー

ト
、
計
測
・
制
御
の
４
つ
の
ゾ

ー
ン
が
あ
り
、
さ
ら
に
次
の
ト

レ
ン
ド
を
見
据
え
た
新
規
技
術

ゾ
ー
ン
の
合
計
５
つ
を
設
定
。

　
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ゾ
ー
ン
と
環

境
監
視
ゾ
ー
ン
で
は
、
入
退
室

管
理
と
Ｃ
Ｏ
２
濃
度
や
温
度
な

ど
の
環
境
監
視
、
ラ
ッ
ク
扉
錠

を
一
括
管
理
が
で
き
る
新
た
な

統
合
管
理
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
「
Ａ

ｃ
ｓ
ａ
ｒ
ａ
ｎ
―
Ｄ
Ｘ
」
を
基

盤
と
し
、
そ
こ
に
ひ
も
づ
く
ハ

能
。
オ
フ
ィ
ス
や
研
究
所
、
大

学
な
ど
で
、
限
ら
れ
た
空
間
で

オ
ン
プ
レ
で
サ
ー
バ
を
運
用
し

た
い
用
途
に
最
適
と
な
っ
て
い

る
。
カ
ー
ト
で
は
、
医
療
機
関

向
け
の
特
殊
カ
ー
ト
を
展
示

し
、
絶
縁
ト
ラ
ン
ス
付
き
で
内

視
鏡
設
置
に
最
適
な
医
療
用
ト

ラ
ン
ス
付
カ
ー
ト
、
遠
隔
医
療

向
け
に
カ
メ
ラ
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を

自
由
に
調
整
で
き
る
ロ
ン
グ
ア

ー
ム
付
き
の
術
野
カ
メ
ラ
シ
ス

テ
ム
用
カ
ー
ト
な
ど
を
紹
介
し

て
い
る
。

　
計
測
・
制
御
ゾ
ー
ン
で
は
、

受
託
事
業
と
し
て
自
動
車
の
最

終
検
査
ラ
イ
ン
構
築
や
、
半
導

体
製
造
装
置
な
ど
に
組
み
込
ま

れ
て
い
る
独
自
開
発
の
Ｅ
ｔ
ｈ

ｅ
ｒ
Ｃ
Ａ
Ｔ
ボ
ー
ド
な
ど
の
事

例
を
紹
介
。
高
精
度
温
度
測
定

技
術
や
推
論
モ
デ
ル
を
組
み
込

ん
だ
Ａ
Ｉ
基
板
も
参
考
展
示
し

て
い
る
。

　
新
規
技
術
開
拓
部
ゾ
ー
ン
で

は
、
理
化
学
研
究
所
が
運
営
す

る
Ｓ
Ｐ
ｒ
ｉ
ｎ
ｇ
―
８
の
設
備

保
全
の
た
め
の
デ
ー
タ
収
集
と

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
解
析
の
支
援
事

例
を
は
じ
め
、
産
学
連
携
の
開

発
成
果
を
紹
介
。
ま
た
先
を
見

据
え
た
研
究
開
発
テ
ー
マ
と
し

て
、
Ｄ
Ｘ
実
現
の
た
め
の
キ
ー

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
見
込
ま
れ
て

い
る
３
つ
の
技
術
、
Ａ
Ｉ
と
高

周
波
技
術
、
Ｒ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
―
Ｖ
オ

リ
ジ
ナ
ル
Ｃ
Ｐ
Ｕ
開
発
、
Ｉ
ｏ

Ｔ
リ
モ
ー
ト
給
電
も
紹
介
し
て

い
る
。

　
消
費
者
ニ
ー
ズ
の
細
分
化
・
パ

ー
ソ
ナ
ル
化
に
伴
い
、
多
く
の
領

域
で
大
量
生
産
か
ら
少
量
多
品
種

・
マ
ス
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
へ
の
移
行

の
検
討
が
始
ま
っ
て
い
る
。
花
王

で
も
、
サ
ニ
タ
リ
ー
製
品
や
ヘ
ア

ケ
ア
・
ス
キ
ン
ケ
ア
製
品
、
フ
ァ

ブ
リ
ッ
ク
・
ホ
ー
ム
ケ
ア
製
品
と

い
っ
た
大
量
生
産
で
年
数
百
万
個

を
生
産
す
る
日
用
品
以
外
に
、
少

量
多
品
種
色
が
強
い
化
粧
品
、
そ

の
な
か
で
も
年
２
万
個
以
下
程
度

の
少
量
の
企
画
商
品
や
メ
ー
ク

品
、
さ
ら
に
生
産
数
・
提
供
数
が

少
な
い
個
人
向
け
の
パ
ー
ソ
ナ
ラ

イ
ズ
商
品
が
あ
り
、
そ
れ
ら
へ
の

対
応
力
の
強
化
を
進
め
て
い
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
少
量
多
品
種
・

マ
ス
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
に
対
応
し
た

生
産
を
実
現
し
、
高
効
率
に
運
用

す
る
に
は
、
ワ
ー
ク
搬
送
と
加
工

の
速
度
と
精
密
な
位
置
決
め
、
ワ

ー
ク
の
品
種
や
そ
れ
ぞ
れ
に
必
要

な
加
工
と
い
っ
た
変
化
に
追
従
す

る
柔
軟
性
、
そ
れ
ら
を
高
精
度
に

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
制
御
技
術
が

不
可
欠
と
な
り
、今
回
、Ｂ
＆
Ｒ
、

京
都
製
作
所
と
協
働
し
て
新
し
い

生
産
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
た
。

ワ
ー
ク
を
載
せ
る
土
台
が
浮
上
し

て
、
個
別
に
縦
横
斜
め
へ
と
高
速

移
動
・
固
定
で
き
る
「
フ
ロ
ー
テ

ィ
ン
グ
リ
ニ
ア
技
術
」
と
、
そ
れ

を
採
用
し
た
「
Ａ
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｏ
Ｓ
　

６
Ｄ
」
を
ベ
ー
ス
と
し
て
開
発
。

従
来
同
様
の
ラ
イ
ン
方
式
を
ベ
ー

ス
と
し
な
が
ら
も
、
複
数
の
ワ
ー

ク
が
高
速
で
高
精
度
、
か
つ
柔
軟

で
自
在
に
動
く
こ
と
が
で
き
、
混

種
混
流
に
対
応
で
き
、
高
効
率
な

生
産
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

　
同
シ
ス
テ
ム
で
は
、
本
線
以
外

に
加
工
工
程
が
引
き
込
み
型
で
ル

ー
ト
化
さ
れ
て
い
て
、
各
ワ
ー
ク

は
本
線
を
移
動
し
な
が
ら
必
要
な

タ
イ
ミ
ン
グ
で
加
工
工
程
に
入
っ

て
本
線
か
ら
外
れ
、
加
工
終
了
後

に
本
線
に
戻
っ
て
く
る
と
い
う

形
。
さ
な
が
ら
自
動
車
レ
ー
ス
の

サ
ー
キ
ッ
ト
と
ピ
ッ
ト
レ
ー
ン
の

よ
う
な
関
係
性
に
な
っ
て
お
り
、

本
線
は
渋
滞
が
で
き
ず
、
ス
ム
ー

ズ
に
ワ
ー
ク
が
流
れ
、
必
要
な
加

工
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。

　
加
工
工
程
は
別
路
線
に
な
る
の

外
箱
を
個
人
用
に
ラ
ッ
ピ
ン
グ
や

印
刷
を
加
え
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
に
す

る
よ
う
な
汎
用
的
な
カ
ス
タ
マ
イ

ズ
に
加
え
、
化
粧
品
の
製
造
工
程

で
吐
出
・
塗
布
を
制
御
し
、
化
粧

品
自
体
に
も
加
飾
を
施
し
て
よ
り

付
加
価
値
の
高
い
オ
リ
ジ
ナ
ル
を

作
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
可

能
。
化
粧
品
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
図

柄
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
こ
と
が
で

き
、
さ
ら
な
る
高
付
加
価
値
化
、

パ
ー
ソ
ナ
ラ
イ
ズ
領
域
に
最
適
と

な
っ
て
い
る
。

　
花
王
は
今
回
の
技
術
を
生
か

し
、
化
粧
品
を
は
じ
め
、
ユ
ー
ザ

ー
一
人
ひ
と
り
の
ニ
ー
ズ
に
対
応

し
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
高
付
加
価

値
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
可

能
と
な
り
、
パ
ー
ソ
ナ
ラ
イ
ズ
な

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
へ
の
転
換
を
加

速
し
て
い
く
と
し
て
い
る
。

　
従
来
の
生
産
シ
ス
テ
ム
は
、
加

工
工
程
が
一
列
に
並
び
、
右
か
ら

左
、
左
か
ら
右
へ
と
一
方
向
に
流

れ
て
い
く
の
を
基
本
と
し
た
ラ
イ

ン
方
式
で
、
一
定
速
度
で
動
き
、

順
番
に
同
じ
も
の
を
作
っ
て
い

く
。
同
一
品
種
の
大
量
生
産
に
は

適
し
て
い
る
が
、
品
種
や
工
程
が

多
岐
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
工
程
ご

と
の
加
工
時
間
の
違
い
に
よ
っ
て

待
ち
時
間
が
で
き
や
す
い
と
う
難

点
が
あ
る
。
近
年
は
ワ
ー
ク
を
載

せ
た
土
台
ご
と
に
速
度
を
制
御
し

て
高
効
率
に
動
け
る
リ
ニ
ア
搬
送

シ
ス
テ
ム
も
出
て
き
て
い
る
が
、

ベ
ー
ス
は
順
繰
り
の
動
き
と
な
っ

て
い
る
。

　
そ
れ
に
対
し
今
回
開
発
し
た
生

産
シ
ス
テ
ム
「
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
セ

ル
生
産
」
は
リ
ニ
ア
搬
送
シ
ス
テ

ム
を
進
化
さ
せ
た
も
の
で
、
磁
力

の
反
発
力
と
吸
引
力
を
利
用
し
て

ー
ド
ウ
エ
ア
ー
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
を
展
示
。
接
点
入
出
力
か
ら

汎
用
ア
ナ
ロ
グ
入
力
、
電
流
入

力
、
温
湿
度
、
マ
ル
チ
メ
ー
タ

な
ど
と
接
続
し
て
現
場
で
環
境

監
視
を
行
い
つ
つ
、
ク
ラ
ウ
ド

環
境
に
も
対
応
す
る
環
境
監
視

装
置
「
Ｄ
Ｔ
シ
リ
ー
ズ
」
を
は

じ
め
、
専
用
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
が

必
要
な
く
、
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー

だ
け
で
制
御
が
で
き
る
入
退
室

シ
ス
テ
ム
の
Ｅ
ｔ
ｈ
ｅ
ｒ
ｎ
ｅ

ｔ
対
応
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
新
製
品

な
ど
を
展
示
し
て
い
る
。

　
ラ
ッ
ク
・
カ
ー
ト
ゾ
ー
ン
で

は
、
顧
客
の
要
望
に
応
じ
た
オ

リ
ジ
ナ
ル
ラ
ッ
ク
を
中
心
に
、

カ
ス
タ
ム
や
特
殊
ラ
ッ
ク
を
展

示
。
静
音
ラ
ッ
ク
は
吸
排
気
性

能
を
向
上
さ
せ
て
熱
対
策
を
万

全
に
し
な
が
ら
も
、
22
か
ら
26

㏈
（
Ａ
）
の
騒
音
を
減
衰
可

花
王
、Ｂ
＆
Ｒ
と
京
都
製
作
所
と
協
働
で

新
生
産
シ
ス
テ
ム
開
発

フ
ロ
ー
テ
ィ
ン
グ
リ
ニ
ア
技
術
を
活
用

複
雑
、高
速
な
動
き
で
実
現

精
密
加
飾
成
形

で
柔
軟
で
迅
速
に
品
種
の
切
り
替

え
が
で
き
、
ま
た
充
填
方
法
や
加

工
速
度
が
異
な
る
品
種
を
同
時
に

一
つ
の
ラ
イ
ン
に
投
入
し
て
も
、

生
産
速
度
に
応
じ
て
加
工
の
順
序

を
動
的
に
変
更
さ
せ
る
こ
と
で
、

順
番
待
ち
な
ど
の
時
間
を
最
小
限

に
抑
え
ら
れ
、
効
率
的
な
運
用
が

可
能
と
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
フ
ロ
ー
テ
ィ
ン
グ
リ
ニ
ア

技
術
は
ワ
ー
ク
の
移
動
・
固
定
に

加
え
、
回
転
・
傾
斜
に
も
対
応

し
、
こ
の
６
次
元
の
動
作
を
加
飾

成
形
に
も
応
用
し
、
精
密
で
複
雑

な
精
密
加
飾
も
可
能
に
し
た
。

　
通
常
ワ
ー
ク
へ
の
加
飾
は
デ
ィ

ス
ペ
ン
サ
な
ど
の
加
工
装
置
側
が

動
い
て
加
工
し
て
い
く
の
が
一
般

的
だ
が
、
同
シ
ス
テ
ム
で
は
加
工

シ
ス
テ
ム
は
固
定
し
た
ま
ま
、
ワ

ー
ク
側
が
移
動
・
回
転
・
傾
斜
し

て
加
飾
を
行
う
。
こ
れ
に
よ
っ
て

高
速
で
よ
り
複
雑
な
動
き
が
可
能

に
な
り
、
精
密
な
加
飾
を
実
現
。

制
御
も
ワ
ー
ク
側
を
メ
ー
ン
に
設

定
す
る
の
で
マ
ス
カ
ス
タ
マ
イ
ズ

に
も
対
応
し
や
す
く
な
っ
て
い

る
。
ま
た
加
工
装
置
自
体
も
稼
働

部
が
少
な
く
、
小
型
省
ス
ペ
ー
ス

化
で
き
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
も
し
や

す
い
構
造
と
な
っ
て
い
る
。

　
使
用
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
は
、
例

え
ば
、
毎
日
使
う
メ
ー
ク
品
は
パ

ー
ソ
ナ
ル
な
も
の
で
、
ケ
ー
ス
・



（5）　　　２０２２年（令和４年）１１月３０日

カ
ワ
セ
精
工

（
岐
阜
県
大
垣
市
）

古いプレス加工機も溶接機もレトロフィットでIoT化

　岐阜県大垣市に本社を構えるカワセ精工は、自動車部品や農機具、事務用品などの
プレス加工品を製造・販売する金属加工品メーカー。その製造現場では10年20年も
の、最も古いものでは30年以上前のプレス加工機が今も現役で稼働し、ベテランの熟
練技術者を中心に、長年積み重ねてきた現場のノウハウ、勘・コツ・度胸で現場を切
り盛りする、典型的な地方の中小製造業です。カワセ精工ではこのほど、DX、デジ
タル化の時代の流れに合わせて、現場の見える化に挑戦。このイチからのデジタル化
をアドバンテックが支援しました。ここでは、現場へのネットワーク敷設にはじま
り、製造機械をIoT化するためのレトロフィット、アナログに慣れた現場の技術者に
デジタル活用を定着させるまでの事例を紹介します。

創業60年の地元に根付いた金属加工部品メーカー

　カワセ精工の創業は1963年。
当初は金属パイプの旋盤加工工
場としてパイプ椅子などに使う
ためのパイプの切断や穴あけ加
工からスタートしました。中部
地方は自動車産業が盛んなこと
から同社も自動車部品のプレス
加工を手掛けるようになり、現
在では売り上げの６～７割は自
動車向けが占めるまでに成長。さらに金属プレス加工や溶接加工、表面加
工、組み立て加工まで自社で一貫して提供し、自動車部品以外にも、事務
機器や農機、建機東野金属部品にも取り組み、事業を拡大しています。

古い機械が現役で活躍する本社工場と養老工場

　工場は大垣市内の本社工場と、養老町の
養老工場の２カ所に構えています。一次加
工として養老工場でプレス加工を行い、そ
の後、本社工場に運んで溶接や組み立て、
かしめ、塗装、表面処理など仕上げ加工を
行います。
　養老工場は2013年に設立した比較的新し
い工場で、36台のプレス加工機を保有して
いて、最近導入した300㌧をはじめ、昔か
ら使っている10年もの20年もののレトロで
レガシーなプレス加工機がズラリと並んで
います。また2000型もの金型を収納する自
動倉庫も備えています。
　本社工場は、通常の溶接機8台に加え、
スポット溶接機10台、ロボット溶接機4台
を保有し、旋盤やラジアルボール盤、研磨

機、自動カシメ機、各種試験・検査装置をそろえています。

超アナログで非効率も多々ある製造現場

　多彩な加工機をそろえ、顧客のさまざまな要望に対応できる能力を生か
して運営している本社工場と養老工場ですが、一方でデジタル化や見える
化、データ活用という面では遅れていて、現場の非効率の解消や生産性の
向上が最大の課題となっていました。
　工場にはネットワークは敷設されておらず、生産数や不良数などは毎
日、紙の日報に記入。それを管理部門がパソコンに再入力し、そのチェッ
ク・振り返りは週や月単位で実施。また本社工場と養老工場は場所が離れ
ていることもあり、それぞれに独立して業務を進め、工程間の情報共有や
連携も不足。そのため仕掛かり品の滞留や作業待ち時間の発生、機械の低
稼働、納期間近の残業などは日常茶飯事で、その効率化も課題となってい
ました。

モニター募集・補助金をきっかけにIoT化にチャレンジ

　こうした課題に対し、2020年夏ごろから川瀬知哉代表取締役社長を中心
にデジタル技術で何ができるか、何をすれば良いのかを検討。機械の稼働
量と生産数の把握と見える化・遠隔監視、正確な生産計画の立案と実行を

トで入力できるようにしました。

エッジとクラウド活用でデータをまとめて見える化

　そして見える化基盤の整備。
　各機械から集まるデータは工場のエッジPC（UNO-238）で動く
SCADA「WebAccess／SCADA」に集められるようにし、そこからクラ
ウドのIoTプラットフォーム
（WISE-PaaS Japan East）に上げ
られ、本社工場・養老工場に設置
されたディスプレー（電子アンド
ン）にダッシュボードとして生産
進捗や工程管理、各機械の稼働管
理など各データが表示されます。
事務所のPCからもアクセスで
き、事務所、本社工場、養老工場で同じデータが見られるように整備しま
した。

運用開始から半年、成果は上々　社内の雰囲気も変化

　工事が完了したのは2022年2月末。現場での運用がはじまって半年超が
経過し、開始当初は現場からは「タブレットの使い方が分からない」
「IoTや見える化をやる意味が分からない」と不満が出ていましたが、現

場の声に合わせてタブレットへの入
力をQRコードでできるようにする
など改修を進め、現在ではタブレッ
トからのデータ入力率は80%に達
し、ほぼ定着しました。
　今はまだデータをためている段階
としていますが、成果は上々で手応
えも感じている様子。「データとい

う事実ベースで現場と話ができるようになったのは大きな前進。またデー
タの集計に関しても、リアルタイムで見られるので判断や対応も早くでき
るようになりました」（川瀬社長）。
　現場では、本社工場と養老工場がお互いの状況が見えるようになって共
通の話題で会話するようになったことをはじめ、機械の稼働率や状態を気
にするようになり、良い反応が出ていると言います。また、使われていな
い設備や稼働率の低い設備が分かるようになってきて、機械の更新や入れ
替えの時の検討材料にできそうだとしています。

身の丈に合った最適なシステム選び
予実管理の仕組み構築が今後の目標

　コロナ禍や部材の納期遅延など難しい状況下でのIoT化、見える化に向
けての設備投資でしたが、設計から立ち上げ、運用と、これまで大きなト
ラブルもなく、比較的順調に進んできました。
　川瀬社長はこれまでを振り返り「DXやデジタルが話題になってから、
ウチでも何かできないか、現場がスマートになったら素晴らしいとずっと
思っていて、自らシステムを調べたりもした。当時は大企業が使うレベル
の高額で大規模なシステムか、センサを取り付けて簡易的にやるシステム
の両極端しか選択肢がありませんでした。そのなかでアドバンテックが提
案していたシステムは、すでにIoTのプラットフォームがあり、スモール
スタートできるというのにひかれて声をかけ、結果として大成功でした。
補助金の申請もサポートしていただき、当初想定していたものから規模が
大きくなってスケジュールはとても厳しいものでしたが、アドバンテック
さんと工事会社にはとても頑張っていただきました。コロナ禍で社内の雰
囲気も沈むなか、こういう時だからこそ前向きに新しいことに取り組み、
風を吹き込もうという思いで取り組み、今はとても満足しています」とし
ています。
　また今後については「生産管理システムを入れ替え、現場での生産実績
と生産管理システムを連動させ、予実管理をしっかりやれる仕組みを整え
ようとしています。これまでは多品種少量生産のため、各製品にどれくら
いの工数と時間がかかるかの正確な把握ができておらず、むやみに受注を
増やして現場の残業が増えたり、パンク寸前になることもありました。今
はIoT化によってそれが少しずつ分かるようになり、適切な営業と生産が
できるようになってきました。見える化によって現場のさまざまなものが
可視化できました。見えるようになることに悪いことは何もありません。
これからもさらに進化させていきたいと考えています」と話しています。

やりたいことに設定し、そのための手法を自ら調べたり、動いたりもする
なかで、中小機構が運営しているビジネスマッチングサイト「J-Good 
Tech（ジェグテック　https://jgoodtech.smrj.go.jp/pub/ja/）で、アド
バンテックが掲載していた中小製造業に向けたIoT、見える化に興味を持
ち、モニターとして応募。見事合格し、アドバンテックの支援のもと、現
場のIoT化を進めることとなりました。
　当初は養老工場の一部の機械、10台ほどの規模でやる想定でしたが、岐
阜県が実施している「スマートワーク補助金」に申請し通過したことか
ら、本社工場と養老工場すべてを対象に実行することを決断。一気に工場
全部にIoTを導入しスマート化することに取り組み始めました。

初めてのネットワーク構築

　取り組んだのは、通信インフラの整備として工場内にネットワーク構築
するところからスタート。各作業は独立し、日報は手書き、特に通信を使
うこともないことからネットワークは引いていませんでしたが、日報など
の入力のタブレット化、電子アンドンの導入、プレス加工機をはじめ各機
械からのデータ収集に向けて、今回、初めて工場内に有線LANを敷設し
ました。

制御盤にIoTモジュールを取り付けて機械から直接データ収集

　続いては、データ収集の仕組みの整備。
　現場にある機械のデータ収集は、制御盤内に小型のIoTユニット（リモ
ートI/Oモジュール）「ADAM-6051（ADAM）」を設置してリレーと接
続し、直接機械から稼働データを収集するようにしました。簡単IoTとし
てセンサを外付けしてデータを集めるやり方をしているケースもよく見か
けますが、今回はそれを使わずに制御盤から直接データを収集することに
こだわりました。
　プレス加工機では段取り替えをした時の試
し打ち・テストショットを必ず行い、外付け
センサだとそれらもカウントしてしまうので
不正確なデータになります。また金型にセン
サを取り付けると人の作業エリア内にケーブ
ルが這うことになり、万が一の時にはリスク
になります。ADAMを使うことで、制御盤
から正確なデータを取ることができ、制御盤
内への取り付けなので現場の作業員の邪魔に
ならず、意識されることもなく、データの質
と安全の両方に配慮した最適な形にすること
ができました。
　養老工場のプレス加工機のほか、本社工場
の溶接ロボットや各加工機械の制御盤にも同
様の形でADAMを設置。スポット溶接機は
通電した時を1カウントとし、ロボット溶接
は原点に戻ったら1カウントとすることで装
置から正確なデータを収集。こうして本社工場・養老工場のすべての加工

機からデータを収集できるように
しました。
　それ以外のデータ収集は、これ
まで紙で行っていた人の作業管
理、いわゆる日報や作業履歴の入
力は、堅固な産業用タブレット
（AIM-68）を採用。現場にタブ
レットを設置し、各人がタブレッ

初めてのネットワーク構築からデジタル化までアドバンテックがサポート
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て30％以上の生産性向上を目指しており、本棟の稼
働により滋賀PSCの医療用点眼薬の生産能力は初期
稼働時で約2倍の年間1.7億本（5mL換算）となる。
延床面積は2万3974平方㍍、2023年度より順次稼働開
始する。
■太陽工機、新潟県長岡市に新本社工場を建設
　太陽工機は、新潟県長岡市高頭町字中山502番21に
新本社工場を建設する。
　同社は、中長期目標である「2030年に年間売上高
200億円」の達成に向け、将来的な需要の拡大に対し
て現有の設備では供給が追いつかない見込みとなって
いる。そのため生産能力の拡充と今後の成長を見越
し、新本社工場を建設する。

　新本社工場は、組立生産エリアのスペースを現本社
工場の約2倍に拡大するほか、精密組立室、精密測定
室、ショールームなどの各エリアも規模を拡大。高品
質で高精度な研削盤を効率的に生産するため、温度管
理や湿度管理に加えクレーンなど各種設備は現本社工
場をベースにアップグレードしたものを採用する。
　投資総額は60億～70億円。延床面積1万9500平方
㍍。2023年7月着工予定、2024年10月操業開始を予定
している。
■神崎高級工機製作所、兵庫県尼崎市に電動トランス
ミッション向けの新試験棟が稼働
　ヤンマーのグ
ループ会社で乗
用芝刈り機、ト
ラクターや建設
機械などの産業
機械向けトラン
ス ミ ッ シ ョ ン
や 、 マ リ ン ギ
ア、工作機械な
どの開発・製造
・販売を行う神
崎高級工機製作
所は、脱炭素社会に向けて開発スピードと信頼性の向
上を目指した新試験棟「K-TEC EL」を（兵庫県尼崎
市猪名寺2-18）稼働開始した。
　同棟では、電動トランスミッションに特化した性能
および耐久試験を行う。最新の試験設備の導入により
電動商品の信頼性を確立し、開発スピードを加速して
いく。建築面積626.66平方㍍、延べ床面積1089.81平
方㍍。
■レンゴー、愛媛県東温市に愛媛東温工場を建設
　レンゴーは、愛媛県東温市田窪字前川610-5の田窪
工業団地に、段ボールシート、ケースの製造・販売を
行う愛媛東温工場を新設する。
　これまで松山工場（愛媛県松山市）が1960年から
四国における段ボール製造拠点として操業してきた
が、松山外環状道路空港線整備事業のため土地の一部
収用に応じ、東温市の田窪工業団地に工場を新設、移
転する。

　新工場は、2024年完成予定の松山自動車道東温ス
マートインターチェンジから約200㍍と物流環境に恵
まれており、四国全体における同社グループの連携と
供給体制の一層の強化が期待される。総投資額、約

140億円。敷地面積は約6万5000平方㍍、建築面積は
約2万8200平方㍍、延床面積は約3万2400平方㍍。
■まる穂、山口県長門市に水産食料品の新工場
　水産食料品の製造・販売のまる穂は、山口県長門市
油谷蔵小田字壱本松2759-71に新工場を設置する。長
門市は仙崎漁港が近く、近隣地域から高鮮度なブラン
ド魚を仕入
れることが
でき、多品
種、高付加
価値の付い
た水産加工
品を製造で
きることか
ら同地への
進出を決め
た。
　2023年8月完成、9月操業開始を予定。敷地面積約
1150平方㍍。建物面積約800平方㍍。投資金額は3億
円。
■クレアネイト、広島県東広島市に量産壁紙専用の新
工場建設
　サンゲツグループで壁紙等の製造・販売を行うクレ
アネイトは、広島県東広島市高屋台2-113-10に新工場
を建設する。投資予定額は85億円、敷地面積2万9610
平方㍍、建築面積約1万4000平方㍍、延床面積約1万
4000平方㍍。着工予定2023年2月、竣工予定2024年7
月。
【海外】
■パナソニック エナジー、米国カンザス州に新工場
建設
　パナソニ
ッ ク  エ ナ
ジーは、検
討中だった
米国カンザ
ス州への⾞
載⽤円筒形
リチウムイ
オン電池の
新工場建設について、2022年11月から建設を開始
し、2024年度中の生産開始を目指すことを正式決定
した。
　同工場は、ネバダ州に続く当社の米国における⾞載
電池の第2工場となる予定。
　世界的に電気⾃動⾞（EV）シフトが加速するな
か、⾞載電池への需要に対応するため、同社は北米で
の⾞載電池の供給体制の強化に向けて検討を進めてい
る。今回はその一環として、カンザス州デソトに新し
い製造工場を建設し、需要が高い既存の⾞載⽤円筒形
リチウムイオン電池「2170」の生産体制を増強する。
■村田製作所、中国江蘇省に積層セラミックコンデン
サ向けシート生産の新生産棟着工

　村田製作所の中国における生産子会社、無錫村田電
子（中国、江蘇省無錫市新呉区）は、積層セラミック
コンデンサの中長期的な需要増加に対応するための新
生産棟の建設に着手した。
　総投資額は約445億円、竣工は2024年4月末の予
定。延床面積5万1289平方㍍。建築面積1万1763平方
㍍。
■日立が米国メリーランド州に、鉄道車両製造の新工
場を建設
　日立製作所の鉄道システム事業におけるグループ会
社である日立レールは、7000万米㌦（約104億円）を
投資して、米国メリーランド州ワシントン郡にある
41エーカー（約16万6000平方㍍）の土地に、新しい
鉄道車両工場と800ヤード（約730㍍）の試験線を建
設する。
　2024年度第1四半期に完成後、新工場はワシントン
首都圏交通局のワシントンメトロ向け8000系電車256

両の製造を開始。この契約は2021年3月に発表され、
オプションを含めると最大800両の規模になる。新工
場のフル操業開始後は、日中シフトのみのベースでメ
トロ車両から高速車両までの幅広い車種を月間20両
製造が可能。
■リケンテクノスグループ、米国ケンタッキー州で生
産設備増強へ
　リケンテクノスは、連結⼦会社であるRIKEN 
AMERICAS CORPORATIONの⼦会社RIKEN 
ELASTOMERS CORPORATION（⽶国ケンタッキ
ー州）の⽣産設備を増強する。
　北⽶2拠点の⽣産⼦会社を活⽤し、主にワイヤーハ
ーネスを中⼼とした⾃動⾞⽤部材や異形押出成形⽤の
塩化ビニル成形材料と⾼機能プラスチック成形材料を
製造・販売している。⽶国経済は今後も中⻑期的に成
⻑していくと予測しており、拡⼤する北⽶の塩化ビニ
ルコンパウンドの需要に対応するため、設備の増設を
決定。投資額は約15億円。2024年冬の本格稼働を予
定。
■エア・ウォーター、インド・チェンナイに液化ガス
製造プラントを新設
　エア・ウォーターは、100%子会社であるAir 
Water India Private Limited（以下：エア・ウォータ
ー・インディア）は、インド南部のタミルナド州チェ
ンナイに、酸素・窒素・アルゴンの液化ガス製造プラ
ントを建設する。エア・ウォーター・インディアは、
これまでベッラーリ工場で製造するガスを中心に、チ
ェンナイ周辺の顧客へ販売してきたが、年々高まるガ
ス需要の増加に対応するため、チェンナイに立地する
既設のシリンダー充填工場に併設する形で、液化ガス
製造プラントを新設することとなった。本プラントで
製造した酸素・窒素・アルゴンをチェンナイ周辺の製
造業や医療用ガスとして医療機関へ供給することで、
インド南部エリアでのマーケットシェア拡大を目指
す。2023年10月着工、2024年10月の稼働を予定して
いる。
■明電舎（杭州）、中国の浙江省杭州市で第2ライン
竣工
　明電舎の100％子会社である明電舎（杭州）駆動技
術有限公司が2022年より「第2ライン」として建設を
進めていた工場（中国浙江省杭州市蕭山区）が完成し
た。第1ラインは、ＥＶ用モーター/ジェネレーターの
生産ラインとして2020年10月に竣工を迎え、2021年
10月より本格稼働し、今回竣工を迎えた第2ライン
は、ＥＶ用モーター・インバーター―体機の生産ライ
ンを備え、当面は年産10万個規模での稼働を予定し
ている。2023年度中に量産開始を計画しているこの
新ラインを加え、明電グループでは、日本と中国でＥ
Ｖ駆動ユニット年産約100万個の体制が整う。延べ床
面積1万5226平方㍍。
■帝人フロンティア、タイで機能性ポリエステル長繊
維の製造設備を導入
　帝人フロンティは、タイでポリエステル繊維の製造
・販売を展開するグループ会社の、テイジン・ポリエ
ステル（タイランド）社において、自動制御が可能で
高効率な最新鋭の機能性ポリエステル長繊維の製造設
備を導入し、本年10月から生産を開始した。投資額
は約10億円。
■小倉クラッチ、フィリピンバタンガス州リパ市に新
工場建設
　小倉クラッチは、フィリピン現地法人OGURA 
CLUTCH PHILIPPINES, INC.（以下OCP）の新工
場を、フィリピン・バタンガス州リパ市のLTC工業
団地に建設する。

　新工場は敷地面積1万6144平方㍍、建屋面積7101平
方㍍（2階建て）で、11月に着工、2023年9月の完成
を予定。電磁コイルやソレノイドの生産体制を増強す
る。

賀 P S C ） 敷 地
内において建設
していた第3棟
が 竣 工 し た 。 
同社は、日本国
内においては能
登 工 場 （ 石 川
県）と現有の滋
賀 P S C に お い
て医療用点眼薬
を 製 造 し て い
る。第3棟は製
品安定供給に向
けた生産能力確
保を目的とし、
自動化等によっ
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【国内】
■キオクシア、三重県四日市の四日市工場第7製造棟
竣工
　キオクシアとウエスタンデジタルコーポレーション
は、三重県四日市市山之一色町のキオクシア四日市工
場第7製造棟が竣工した。
　同棟は中
長期的な市
場拡大に備
え、３次元
フラッシュ
メモリ第6
世 代 製 品
（162層）
とフラッシ
ュメモリの
生産に対応
し、2023年早期に162層製品の出荷を開始する。
　 ま た 、 生 産 効 率 を 向 上 さ せ る た め に 人 工 知 能
（AI）などの最新技術の活用範囲を拡大するほか、
生産設備の設置効率を高めるスペース効率に優れたデ
ザインを採用。さらに、免震構造の採用や最新の省エ
ネ生産設備の導入など環境面にも配慮した工場となっ
ている。
　今後、市場動向に合わせて生産能力を段階的に上げ
ていき、Y7棟第1期への総投資額は1兆円規模になる
予定。
■住友重機械イオンテクノロジー、愛媛県西条市にイ
オン注入装置の新工場が竣工
　住友重機械
イオンテクノ
ロジーは、愛
媛県西条市今
在家1501に
イオン注入装
置の新工場を
竣工した。
　同社のイオ
ン注入装置の主要マーケットであるイメージセンサー
は、スマートフォンや電気自動車・自動運転などの需
要を追い風に当面は高い成長率を維持すると予想さ
れ、同社は今後のさらなる事業拡大ならびに生産およ
び物流の効率化を図るため、新工場の建設となった。
投資総額は約120億円。建築面積は2万1835平方㍍。
延床面積は3万8394平方㍍。
■参天製薬、滋賀県犬上郡多賀町の滋賀プロダクトサ
プライセンターに第3棟を竣工

　参天製薬は、滋賀県犬上郡多賀町大字四手字諏訪
348-3の滋賀プロダクトサプライセンター（以下、滋


